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 調査の概要 
 

 

１．調査の目的 

    ”₈└₨╒⅍„᾿ Ό ‚  ⁴‍‼” ₀  ⁴‚Ῥ‍⁯᾿

”Ή ⁞ ” ῾ ⁵’‘ῌ‚  ⁴ ῴ ⁞ ᾿

” ₀ ᾿‴‍᾿  ⁴ ‖  ‍῀ 

 

２．調査の設計 

  (1) ῀ 

(2) ‚  ⁴᾿ ₀ ῼ 20 ” ῀ 

(3)   1,000 €└↨⌂῀ 

(4) Ὸ⁮” ῀ 

(5) ₈└₨╒⅍῀ 

(6) 21 3 3 3 15 ῀ 

 

３．集計・分析にあたって 

   (1) ”Ή ῌ‗„ ‴‍„ ‖” ” ‗‖᾿ 

100 Ό ” ‚  ⁴Ὸ₀   ” ‖Ῥ⁴῀ 

(2) „ ₀  ―Ῥ⁴”‖᾿ ‗ ” Ό  ’΅ 

 ‗‾Ῥ⁴῀ 

(3) • ᾿ ₀​ ’⁸’΅ ‖  ‍ ΌῬ⁴῀ 

 

４．回収結果 

474€└↨⌂῀ 

᾿  ―‮ 1€└↨⌂῀ 

473€└↨⌂᾿ 47.3%͂  

 

 



 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 調 査 結 果 
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１ 回答者のプロフィール 

(1) 基本属性（性・年代） 
 

問１ 性別について（いずれかに○を付けてください。） 

【性別】 

N=473

40.0%

59.4%

0.6%

 

 

問２ 年齢について（いずれかに○をつけてください。） 

【年代別】 

N=473

33.6%

0.8%

28.3%

12.9%

11.2%

13.1%

 

 

 

――――――――― 女性・高齢者からの回答が多い。 ――――――――― 

 

回答者（記入者）の基本属性（性及び年代）について聞いた。 

 

【全体結果の要約】 

女性、高い年代層からの回答が多い。 

「女性」が約 6割、『50歳以上』が 6割強を占める。 
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(2) 職業 
 

問３ 職業について（いずれかに○をつけてください。） 

N=473

2.3%

18.2%

2.3%

2.3%

22.0%

15.9% 5.1%

8.7%

23.3%

 

 

――――――――――― 半数以上が『有職者』。 ――――――――――― 

 

回答者（記入者）の職業について聞いた。 

 

【全体結果の要約】 

「専業主婦・主夫」「学生」「無職」「無回答」以外の『有職者』が過半数（53.9%）を

占める。 
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(3) 島内居住について（出身地・居住年数） 
 

問４ 出身地について（いずれかに○をつけてください。） 

【出身地別】 

N=473

0.8%

6.3%

85.4%

7.4%

 

 

問５ 佐渡での居住年数について（いずれかに○をつけてください。） 

【居住年数別】 

N=473

1.5%

5.1%

3.8%

1.5%
2.3%

1.7%

84.1%

 

 

 

―――――――――― 昔からの居住者が大多数。 ―――――――――― 

 

回答者（記入者）の島内居住状況（出身地及び居住年数）について聞いた。 

 

【全体結果の要約】 

多くは、『島内出身者』であり、『21年以上の長期居住者』である。両者とも 85%前後

を占める。 
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(4) 居住地域 
 

問６ 現在お住まいの地域について（いずれかに○をつけてください。） 

N=473

4.2%

0.6%

10.1%

9.9%

11.8%

20.3%

14.0%

5.7%

9.3%

7.0%

7.0%

 

 

――――――― 「両津」「佐和田」の回答者が比較的多い。 ――――――― 

 

回答者の居住地域について聞いた。 

 

【全体結果の要約】 

回答者の居住地域は、上図のとおりの構成である。住民の人口数を反映してか、「両

津地域」と「佐和田地域」の構成比が幾分高くなっている。 
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２ 佐渡の国際化について 

(1) 海外交流の活性に対する是非 

 

問７ 佐渡と海外との交流が進むことについて、あなたはどのように思いますか。 

（いずれかに○をつけてください。） 

N=473

1.3%

7.8%

52.4%

36.8%

1.7%

 

 

――――――― 圧倒的多数が国際交流の推進に前向き。 ――――――― 

 

佐渡市と海外の交流が進むことへの考え方（是非）について聞いた。 

 

【全体結果の要約】 

「良いことだと思う」と「どちらかと言えば、良いことだと思う」を合わせた『促進

積極派（是）』は 89.2%、一方で「良くないことだと思う」と「どちらかと言えば、良

くないことだと思う」を合わせた『促進消極派（非）』は 9.5%である。 

圧倒的多数が『国際交流の今以上の活性化（促進されること）を望んでいること』を

伺える結果である。 
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【結果考察】（表３－１参照） 

῍ ῎‚ ‒‍ „‹⁮⁵’΅Ό᾿̓̀ ῎‚ῷ΅―„᾿

” Ό ⁭⁯‾ ΅ ΅ ‗‎‗ ῲ ” „ ῼ’⁴῀ 

 

表３－１ 海外交流の活性に対する是非（性・年代・居住地域別集計結果） 

 

΅ ‗
‎‗ ῲ

⁮Ὸ‏‘
‗ ῴ
‟᾿ ΅
 ‗‎‗
ῲ

⁮Ὸ‏‘
‗ ῴ
‟᾿ ῼ
’΅ ‗
‎‗ ῲ

ῼ’΅
 ‗‎‗
ῲ

῏ ιιι ῐ 473 248 174 37 8 6
100.0% 52.4% 36.8% 7.8% 1.7% 1.3% 

189 107 64 12 4 2
100.0% 56.6% 33.9% 6.3% 2.1% 1.1% 

281 140 110 25 4 2
100.0% 49.8% 39.1% 8.9% 1.4% 0.7% 

3 1 0 0 0 2
100.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 66.7% 

53 29 19 3 1 1
100.0% 54.7% 35.8% 5.7% 1.9% 1.9% 

61 30 26 4 1 0
100.0% 49.2% 42.6% 6.6% 1.6% 0.0% 

62 35 20 3 3 1
100.0% 56.5% 32.3% 4.8% 4.8% 1.6% 

134 80 43 9 1 1
100.0% 59.7% 32.1% 6.7% 0.7% 0.7% 

159 73 66 17 2 1
100.0% 45.9% 41.5% 10.7% 1.3% 0.6% 

4 1 0 1 0 2
100.0% 25.0% 0.0% 25.0% 0.0% 50.0% 

96 50 36 8 1 1
100.0% 52.1% 37.5% 8.3% 1.0% 1.0% 

56 32 17 6 1 0
100.0% 57.1% 30.4% 10.7% 1.8% 0.0% 

66 34 25 5 1 1
100.0% 51.5% 37.9% 7.6% 1.5% 1.5% 

47 20 21 5 0 1
100.0% 42.6% 44.7% 10.6% 0.0% 2.1% 

27 19 8 0 0 0
100.0% 70.4% 29.6% 0.0% 0.0% 0.0% 

48 29 16 2 0 1
100.0% 60.4% 33.3% 4.2% 0.0% 2.1% 

44 22 13 7 2 0
100.0% 50.0% 29.5% 15.9% 4.5% 0.0% 

33 19 12 2 0 0
100.0% 57.6% 36.4% 6.1% 0.0% 0.0% 

33 13 16 1 3 0
100.0% 39.4% 48.5% 3.0% 9.1% 0.0% 

20 9 10 1 0 0
100.0% 45.0% 50.0% 5.0% 0.0% 0.0% 

3 1 0 0 0 2
100.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 66.7% 

5/

1/

2/

3/

4/
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 (2) 海外交流促進に期待すること 

 

問７－２ 佐渡と海外との交流が進むことで、あなたは特にどのようなことを期待しますか。 

（３つまで○をつけてください。）・・・問７で１または２と答えた方のみ 

N=422

42.9

40.0

37.7

37.0

34.6

32.0

22.7

3.3

1.4

0.5

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

経済交流が進むことにより、
地域が活性化すること　　　

外国人の訪問者が増え、　　
地域が活性化すること　　　

国際的な感覚を持った人材が
増えること　　　　　　　　

外国人との交流の機会が　　
増えること　　　　　　　　

佐渡の世界的知名度が高まる
こと　　　　　　　　　　　

外国人の生活習慣・文化を　
知ることができること　　　

外国語に触れる機会が増える
こと　　　　　　　　　　　

特に期待することはない　　

その他　　　　　　　　　　

無回答　　　　　　　　　　

 

 

―――――――― 多方面への効果が期待されている。 ―――――――― 

 

問７－１で「良いことだと思う」または「どちらかと言えば、良いことだと思う」の

回答者（422 人）へ、海外交流の促進に期待することについて聞いた。 

 

【全体結果の要約】 

「経済交流が進むことにより、地域が活性化すること」や「外国人の訪問者が増え、

地域が活性化すること」への期待が 4割以上あるが、これ以外の各事項への期待も 2割

強～4割弱はある。広範な領域への期待が持たれている結果である。 

一方で、「特に期待することはない」との回答は僅かである。 
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【結果考察】（表３－２参照） 

Ή ‗” ” Ό ῴ⁴ ‗ῌ‭” „᾿ ” Ό ⁭⁯‾ ῼ Ή̓

‚ ⁵⁴ Ό ῴ⁴ ‗ῌ⁞Ή ” Ό ‴⁴ ‗ῌ‭” „᾿

” Ό ΅῀ 

 

表３－２ 海外交流促進に期待すること（性・年代・居住地域別集計結果） 

 

‗
” ”
Ό

ῴ⁴ ‗

’
₀
‒‍
Ό ῴ
⁴ ‗

”
Ό

ῴ᾿
Ό
 ⁴ 
‗

Ό › 
‗‚⁭
⁯᾿
Ό
 ⁴ ‗

”

║
₀ ⁴ 
‗Ό‖Ὼ
⁴ ‗

‚
⁵⁴
Ό ῴ
⁴ ‗

”

Ό ‴
⁴ ‗

‚
 ⁴ ‗
„’΅

​”

῏ ιιι ῐ 422 156 159 169 181 135 96 146 14 6 2
100.0% 37.0% 37.7% 40.0% 42.9% 32.0% 22.7% 34.6% 3.3% 1.4% 0.5% 

171 71 69 72 73 58 31 53 5 2 1
100.0% 41.5% 40.4% 42.1% 42.7% 33.9% 18.1% 31.0% 2.9% 1.2% 0.6% 

250 85 90 96 107 77 65 93 9 4 1
100.0% 34.0% 36.0% 38.4% 42.8% 30.8% 26.0% 37.2% 3.6% 1.6% 0.4% 

1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

48 16 12 19 18 10 16 18 2 0 0
100.0% 33.3% 25.0% 39.6% 37.5% 20.8% 33.3% 37.5% 4.2% 0.0% 0.0% 

56 23 21 27 18 15 15 18 1 0 0
100.0% 41.1% 37.5% 48.2% 32.1% 26.8% 26.8% 32.1% 1.8% 0.0% 0.0% 

55 21 18 24 21 21 14 18 2 1 0
100.0% 38.2% 32.7% 43.6% 38.2% 38.2% 25.5% 32.7% 3.6% 1.8% 0.0% 

123 43 48 47 58 38 26 44 4 1 1
100.0% 35.0% 39.0% 38.2% 47.2% 30.9% 21.1% 35.8% 3.3% 0.8% 0.8% 

139 53 60 51 65 51 25 48 5 4 1
100.0% 38.1% 43.2% 36.7% 46.8% 36.7% 18.0% 34.5% 3.6% 2.9% 0.7% 

1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

86 31 32 35 34 29 27 31 1 1 0
100.0% 36.0% 37.2% 40.7% 39.5% 33.7% 31.4% 36.0% 1.2% 1.2% 0.0% 

49 18 19 19 24 18 9 17 0 0 1
100.0% 36.7% 38.8% 38.8% 49.0% 36.7% 18.4% 34.7% 0.0% 0.0% 2.0% 

59 28 19 25 19 17 15 18 3 0 0
100.0% 47.5% 32.2% 42.4% 32.2% 28.8% 25.4% 30.5% 5.1% 0.0% 0.0% 

41 13 13 15 16 12 8 12 4 2 0
100.0% 31.7% 31.7% 36.6% 39.0% 29.3% 19.5% 29.3% 9.8% 4.9% 0.0% 

27 9 10 10 14 9 4 11 1 1 0
100.0% 33.3% 37.0% 37.0% 51.9% 33.3% 14.8% 40.7% 3.7% 3.7% 0.0% 

45 16 22 15 23 19 10 14 0 1 0
100.0% 35.6% 48.9% 33.3% 51.1% 42.2% 22.2% 31.1% 0.0% 2.2% 0.0% 

35 10 19 18 13 11 7 9 3 0 0
100.0% 28.6% 54.3% 51.4% 37.1% 31.4% 20.0% 25.7% 8.6% 0.0% 0.0% 

31 16 12 13 16 6 4 16 0 1 1
100.0% 51.6% 38.7% 41.9% 51.6% 19.4% 12.9% 51.6% 0.0% 3.2% 3.2% 

29 9 7 10 14 7 9 12 1 0 0
100.0% 31.0% 24.1% 34.5% 48.3% 24.1% 31.0% 41.4% 3.4% 0.0% 0.0% 

19 6 6 8 7 7 3 6 1 0 0
100.0% 31.6% 31.6% 42.1% 36.8% 36.8% 15.8% 31.6% 5.3% 0.0% 0.0% 

1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

5/

1/

2/

3/

4/
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 (3) 海外交流促進に不安なこと 

 

問７－３ 佐渡と海外との交流が進むことで、あなたが不安に思うことはなんですか。 

（２つまで○をつけてください。）・・・問７で３または４と答えた方のみ 

N=45

82.2

75.6

11.1

2.2

2.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

犯罪等の増加による治安の悪化　

文化や習慣・マナーの違いにより
発生するトラブル　　　　　　　

佐渡の伝統や文化等の古くからの
良さが変わっていくこと　　　　

その他　　　　　　　　　　　　

無回答　　　　　　　　　　　　

 

 

――――― 「治安悪化」や「トラブル発生」への危惧が多い。 ――――― 

 

問７－２で「良くないことだと思う」または「どちらかと言えば、良くないことだと

思う」の回答者（45 人）へ、海外交流が促進することで不安に思うことを聞いた。 

 

【全体結果の要約】 

当設問への該当者は 45人とかなり少ない。その中で、「犯罪等の増加による治安の悪

化」や「文化や習慣・マナーの違いにより発生するトラブル」への不安がかなり多くな

っている。 
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【結果考察】（表３－３参照） 

” „ ‼― ’΅‍‼᾿ ₪∞└⅍„  ⁴῀ 

” „ ₀  ⁵‍΅῀ 

 

表３－３ 海外交流促進に不安なこと（性・年代・居住地域別集計結果） 

 

⁞
║∕

⅓╒”
΅‚⁭⁯
 ⁴

⅍≤↕⌂

”
‚⁭

⁴ ”

”

⁞ ”

ῼῸ⁮”

 Ό

⁸‒―΅ῼ

 ‗

​”

῏ ιιι ῐ 45 34 37 5 1 1
100.0% 75.6% 82.2% 11.1% 2.2% 2.2% 

16 13 13 1 1 0
100.0% 81.3% 81.3% 6.3% 6.3% 0.0% 

29 21 24 4 0 1
100.0% 72.4% 82.8% 13.8% 0.0% 3.4% 

- - - - - - 
- - - - - - 
4 3 3 0 1 0

100.0% 75.0% 75.0% 0.0% 25.0% 0.0% 
5 5 4 0 0 0

100.0% 100.0% 80.0% 0.0% 0.0% 0.0% 
6 4 5 0 0 0

100.0% 66.7% 83.3% 0.0% 0.0% 0.0% 
10 5 8 1 0 1

100.0% 50.0% 80.0% 10.0% 0.0% 10.0% 
19 16 16 4 0 0

100.0% 84.2% 84.2% 21.1% 0.0% 0.0% 
1 1 1 0 0 0

100.0% 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 
9 7 8 1 1 0

100.0% 77.8% 88.9% 11.1% 11.1% 0.0% 
7 5 7 0 0 0

100.0% 71.4% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 
6 3 4 2 0 0

100.0% 50.0% 66.7% 33.3% 0.0% 0.0% 
5 5 5 0 0 0

100.0% 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 
- - - - - - 
- - - - - - 
2 1 1 1 0 0

100.0% 50.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 
9 7 5 1 0 1

100.0% 77.8% 55.6% 11.1% 0.0% 11.1% 
2 1 2 0 0 0

100.0% 50.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 
4 4 4 0 0 0

100.0% 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 
1 1 1 0 0 0

100.0% 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 
- - - - - - 
- - - - - - 

1/

2/

3/

4/

5/
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３ 佐渡の魅力について＜世界に誇れる佐渡の景勝や文化など＞ 

 

問８ 世界に誇れる「佐渡の魅力」とは何だと思いますか。（３つまで○をつけてください。） 

N=473

65.5

42.9

35.1

23.3

19.5

19.2

18.6

14.0

13.3

13.1

4.0

1.3

0.8

1.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

海、山、川などの豊かな自然　

佐渡民謡や鬼太鼓等の伝統芸能

国際保護鳥トキの棲む島　　　

暮らしやすい生活環境　　　　

人々の優しさ　　　　　　　　

食文化の豊かさ　　　　　　　

世界遺産登録を目指す　　　　
佐渡金銀山　　　　　　　　　

様々な祭りなどの文化資源　　

風光明媚な景観　　　　　　　

豊富な歴史的建造物　　　　　

全島環境分野への積極的な取組
（エコアイランド）　　　　　

特になし　　　　　　　　　　

その他　　　　　　　　　　　

無回答　　　　　　　　　　　

 

 

――――― 島民が誇る佐渡の魅力の第一位は「豊かな自然」。 ――――― 

 

世界に誇れる佐渡の魅力について聞いた。 

 

【全体結果の要約】 

3 人に 2人程度が「海、山、川などの豊かな自然」をあげた。 

これに「佐渡民謡や鬼太鼓等の伝統芸能」や「国際保護鳥トキの棲む島」が次ぐ。 
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【結果考察】（表４参照） 

Ή ᾿ ᾿ ’‘” Ὸ’ ῌ” ‚ „‹⁮⁵’΅ Ή͂ ῃ”   ᾘΉ

₀   ᾘΉ ’ ῌ₀ ‗ ⁴ ” „᾿ ” Ό

⁭⁯‾ ῼ Ή̓ ⅍₤” › ῌ⁞Ή ⁞ ” ῌ” „᾿

” Ό ΅῀ 

 

表４ 佐渡の魅力について＜世界に誇れる佐渡の景勝や文化など＞ 

（性・年代・居住地域別集計結果） 

 

᾿ ᾿
’‘”
Ὸ’

⁮ ⁞
 ΅

”
Ὸ 

ῃ”
   ₀

 
’ ⅍₤”

›
‭”
’
ₔ

₪₈ₐ≤
└ⅎ

’
⁞
”

ῃ’
⁯’‘”

‚’  ​”

῏ ιιι ῐ 473 310 110 91 92 88 63 166 19 62 203 66 6 4 8
100.0% 65.5% 23.3% 19.2% 19.5% 18.6% 13.3% 35.1% 4.0% 13.1% 42.9% 14.0% 1.3% 0.8% 1.7% 

189 125 44 33 48 41 34 58 9 22 67 30 0 1 3
100.0% 66.1% 23.3% 17.5% 25.4% 21.7% 18.0% 30.7% 4.8% 11.6% 35.4% 15.9% 0.0% 0.5% 1.6% 

281 184 66 58 44 47 29 108 10 40 135 35 6 3 3
100.0% 65.5% 23.5% 20.6% 15.7% 16.7% 10.3% 38.4% 3.6% 14.2% 48.0% 12.5% 2.1% 1.1% 1.1% 

3 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 2
100.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 33.3% 0.0% 0.0% 66.7% 

53 33 5 12 7 6 8 12 1 4 26 15 0 0 2
100.0% 62.3% 9.4% 22.6% 13.2% 11.3% 15.1% 22.6% 1.9% 7.5% 49.1% 28.3% 0.0% 0.0% 3.8% 

61 46 6 11 9 8 11 22 1 10 31 7 3 0 0
100.0% 75.4% 9.8% 18.0% 14.8% 13.1% 18.0% 36.1% 1.6% 16.4% 50.8% 11.5% 4.9% 0.0% 0.0% 

62 40 12 7 11 6 7 24 2 5 35 15 2 2 1
100.0% 64.5% 19.4% 11.3% 17.7% 9.7% 11.3% 38.7% 3.2% 8.1% 56.5% 24.2% 3.2% 3.2% 1.6% 

134 87 29 34 31 24 17 43 7 18 60 13 0 1 1
100.0% 64.9% 21.6% 25.4% 23.1% 17.9% 12.7% 32.1% 5.2% 13.4% 44.8% 9.7% 0.0% 0.7% 0.7% 

159 103 57 27 34 44 20 64 8 25 50 15 1 1 2
100.0% 64.8% 35.8% 17.0% 21.4% 27.7% 12.6% 40.3% 5.0% 15.7% 31.4% 9.4% 0.6% 0.6% 1.3% 

4 1 1 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 0 2
100.0% 25.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 25.0% 25.0% 0.0% 0.0% 50.0% 

96 66 16 19 18 20 16 39 5 15 38 12 1 1 1
100.0% 68.8% 16.7% 19.8% 18.8% 20.8% 16.7% 40.6% 5.2% 15.6% 39.6% 12.5% 1.0% 1.0% 1.0% 

56 39 11 13 7 16 6 19 0 9 22 3 0 0 2
100.0% 69.6% 19.6% 23.2% 12.5% 28.6% 10.7% 33.9% 0.0% 16.1% 39.3% 5.4% 0.0% 0.0% 3.6% 

66 38 11 11 10 12 11 24 3 8 29 9 2 1 2
100.0% 57.6% 16.7% 16.7% 15.2% 18.2% 16.7% 36.4% 4.5% 12.1% 43.9% 13.6% 3.0% 1.5% 3.0% 

47 28 15 9 5 5 7 16 2 8 20 7 1 1 0
100.0% 59.6% 31.9% 19.1% 10.6% 10.6% 14.9% 34.0% 4.3% 17.0% 42.6% 14.9% 2.1% 2.1% 0.0% 

27 21 4 5 4 1 5 10 1 5 18 3 0 0 0
100.0% 77.8% 14.8% 18.5% 14.8% 3.7% 18.5% 37.0% 3.7% 18.5% 66.7% 11.1% 0.0% 0.0% 0.0% 

48 33 12 8 12 7 6 19 5 4 24 9 0 0 0
100.0% 68.8% 25.0% 16.7% 25.0% 14.6% 12.5% 39.6% 10.4% 8.3% 50.0% 18.8% 0.0% 0.0% 0.0% 

44 31 20 10 9 12 2 14 1 2 12 8 2 1 0
100.0% 70.5% 45.5% 22.7% 20.5% 27.3% 4.5% 31.8% 2.3% 4.5% 27.3% 18.2% 4.5% 2.3% 0.0% 

33 21 6 6 7 8 6 6 1 9 15 8 0 0 0
100.0% 63.6% 18.2% 18.2% 21.2% 24.2% 18.2% 18.2% 3.0% 27.3% 45.5% 24.2% 0.0% 0.0% 0.0% 

33 22 9 8 9 4 2 14 0 1 12 4 0 0 1
100.0% 66.7% 27.3% 24.2% 27.3% 12.1% 6.1% 42.4% 0.0% 3.0% 36.4% 12.1% 0.0% 0.0% 3.0% 

20 10 6 2 11 3 2 5 1 1 12 2 0 0 0
100.0% 50.0% 30.0% 10.0% 55.0% 15.0% 10.0% 25.0% 5.0% 5.0% 60.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

3 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 2
100.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 33.3% 0.0% 0.0% 66.7% 

5/

1/

2/

3/

4/
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４ 外国人誘客への取組について＜取組の重要度＞ 

 

問９ たくさんの外国人観光客から佐渡を訪れてもらうために、あなたはどんな取組に最も力を 

入れるべきだと思いますか。（３つまで○をつけてください。） 

N=473

60.5

34.9

33.8

33.0

29.6

23.5

20.5

4.0

5.1

3.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

外国人観光客に対応できる人材
の育成　　　　　　　　　　　

観光施設の整備　　　　　　　

ホームページ等での外国語に　
よる情報提供　　　　　　　　

外国語による観光パンフレット
の作成　　　　　　　　　　　

観光関係機関の外国語対応　　

島内交通機関の外国語対応　　

中国や韓国等の近隣諸国での　
誘致活動　　　　　　　　　　

特になし　　　　　　　　　　

その他　　　　　　　　　　　

無回答　　　　　　　　　　　

 

 

―――――― まずは「人材の育成」が最重点課題である。 ―――――― 

 

多数の外国人観光客から佐渡を訪れてもらうために、優先して力を入れるべき取組に

ついて聞いた。 

 

【全体結果の要約】 

6 割は「外国人観光客に対応できる人材の育成」への取組を重要（優先）すべきと回

答した。 

これに「観光施設の整備」、「ホームページ等での外国語による情報提供」、「外国語に

よる観光パンフレットの作成」が 3割台で次ぐ。 
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【結果考察】（表５参照） 

Ή ‚ ‖Ὼ⁴ ” ῌ” ‚ „‹⁮⁵’΅ Ή͂ ⁞ ”

‖” ῌ⁞Ή∏╒√∆╒₯ ‖” ‚⁭⁴ ῌ‚ ₀ ⁵⁴‮

Ὼ‗ ⁴ ” „᾿ ” Ό ⁭⁯‾ ῼ Ή̓ ‚⁭⁴ ←└↔⌐№⅍” ῌ

⁞Ή ” ῌ” „᾿ ” Ό ΅῀ 

 

表５ 外国人誘客への取組について＜取組の重要度＞（性・年代・居住地域別集計結果） 

 

⁞
”
‖

”

∏╒√
∆╒₯
‖”
‚⁭⁴

‚
⁭⁴
←└↔
⌐№⅍”

” ‚
‖Ὼ⁴
”

” ”
‚’  ​”

῏ ιιι ῐ 473 97 160 156 140 286 111 165 19 24 17
100.0% 20.5% 33.8% 33.0% 29.6% 60.5% 23.5% 34.9% 4.0% 5.1% 3.6% 

189 55 72 48 54 116 45 59 9 9 6
100.0% 29.1% 38.1% 25.4% 28.6% 61.4% 23.8% 31.2% 4.8% 4.8% 3.2% 

281 42 88 106 85 169 66 105 10 15 11
100.0% 14.9% 31.3% 37.7% 30.2% 60.1% 23.5% 37.4% 3.6% 5.3% 3.9% 

3 0 0 2 1 1 0 1 0 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 66.7% 33.3% 33.3% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 

53 12 21 14 17 29 14 21 1 4 0
100.0% 22.6% 39.6% 26.4% 32.1% 54.7% 26.4% 39.6% 1.9% 7.5% 0.0% 

61 6 25 21 25 32 19 22 2 2 1
100.0% 9.8% 41.0% 34.4% 41.0% 52.5% 31.1% 36.1% 3.3% 3.3% 1.6% 

62 12 30 24 20 38 15 20 1 4 0
100.0% 19.4% 48.4% 38.7% 32.3% 61.3% 24.2% 32.3% 1.6% 6.5% 0.0% 

134 24 49 46 37 87 27 39 5 6 5
100.0% 17.9% 36.6% 34.3% 27.6% 64.9% 20.1% 29.1% 3.7% 4.5% 3.7% 

159 43 35 49 40 99 35 61 10 8 11
100.0% 27.0% 22.0% 30.8% 25.2% 62.3% 22.0% 38.4% 6.3% 5.0% 6.9% 

4 0 0 2 1 1 1 2 0 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 50.0% 25.0% 25.0% 25.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

96 17 34 32 33 59 20 41 3 7 3
100.0% 17.7% 35.4% 33.3% 34.4% 61.5% 20.8% 42.7% 3.1% 7.3% 3.1% 

56 13 16 26 16 36 11 17 1 0 4
100.0% 23.2% 28.6% 46.4% 28.6% 64.3% 19.6% 30.4% 1.8% 0.0% 7.1% 

66 11 19 28 16 38 14 24 4 4 1
100.0% 16.7% 28.8% 42.4% 24.2% 57.6% 21.2% 36.4% 6.1% 6.1% 1.5% 

47 9 11 14 13 26 14 15 3 6 2
100.0% 19.1% 23.4% 29.8% 27.7% 55.3% 29.8% 31.9% 6.4% 12.8% 4.3% 

27 8 9 9 10 18 5 9 0 0 1
100.0% 29.6% 33.3% 33.3% 37.0% 66.7% 18.5% 33.3% 0.0% 0.0% 3.7% 

48 11 20 10 10 34 14 17 1 1 2
100.0% 22.9% 41.7% 20.8% 20.8% 70.8% 29.2% 35.4% 2.1% 2.1% 4.2% 

44 10 16 10 13 24 15 14 4 0 2
100.0% 22.7% 36.4% 22.7% 29.5% 54.5% 34.1% 31.8% 9.1% 0.0% 4.5% 

33 7 14 11 11 17 9 11 1 3 1
100.0% 21.2% 42.4% 33.3% 33.3% 51.5% 27.3% 33.3% 3.0% 9.1% 3.0% 

33 5 13 8 12 21 4 10 1 3 1
100.0% 15.2% 39.4% 24.2% 36.4% 63.6% 12.1% 30.3% 3.0% 9.1% 3.0% 

20 6 8 6 5 12 5 6 1 0 0
100.0% 30.0% 40.0% 30.0% 25.0% 60.0% 25.0% 30.0% 5.0% 0.0% 0.0% 

3 0 0 2 1 1 0 1 0 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 66.7% 33.3% 33.3% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 

1/

2/

3/

4/

5/
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５ 外国人住民の増加について＜是非及び当該理由＞ 

 

 【①地域内外国人増加への是非】 

問 10 本市に在住している外国人は現在約 500 人となっており、増加傾向にあります。 

地域に外国人が増えていくことをどう思いますか。（いずれかに○をつけてください。） 

 56.2%  17.8%  17.8%  8.2%

 

   

 

    【②望ましい理由】           【③望ましくない理由】 

その理由(いずれかに○）             その理由(いずれかに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

半数以上は、「地域活性化につながる」他の事由から、 

『外国人の受け入れを歓迎』している。 

 

地域内の外国人増加に関し、どう思うかを聞いた。また、「望ましい」の回答者（266

人）、「望ましくない」の回答者（84 人）それぞれへ、そう思う理由についても聞いた。 

 

【全体結果の要約】 

過半数は「望ましい」と回答した。なお、「望ましくない」と意見保留者である「わ

からない」の回答は同率である。 

また、望ましい理由は、「地域の活性化につながるから」が最も多く、一方で、望ま

しくない理由は「なんとなく」や「言葉や文化のハードル」といった理由が比較的多い。 

 

N=266

47.4

29.7

18.4

1.9

2.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 

地域の活性化に　　

つながるから　　　

外国の言葉・文化・

習慣をする機会が　

増えるから　　　　

地域で外国人と交流

ができるから　　　

その他　　　　　　

無回答　　　　　　

N=84

36.9

31.0

11.9

17.9

2.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 

なんとなく　　　　

言葉や文化の　　　

ハードル　　　　　

マスコミ等の風評に

よる　　　　　　　

その他　　　　　　

無回答　　　　　　
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【結果考察】（表６①～②参照） 

Ή ‴ ΅ῌ” „᾿ ” Ό ⁭⁯‾ ῼ᾿ ῾ ⁵‚ ‗΅ῴ⁭ῲ῀ 

‴‍᾿ ‴ ΅ ‚ Ὼ’ „‹⁮⁵’΅Ό᾿ ‴ ῼ’΅ ‖„ Ή̓ ⁞

”⅞╒ⅎ⌂ῌ₀Ῥ ⁴ „ Ό 1 ῼ’‒―΅⁴῀ ” ‗Ὸ⁮‾ ”

Ό ῴ⁴῀ 

 

表６① 外国人住民の増加について＜是非＞（性・年代・居住地域別集計結果） 

 

‴ ΅ ‴ ῼ
’΅

⁸Ὸ⁮’
΅

῏ ιιι ῐ 473 266 84 84 39
100.0% 56.2% 17.8% 17.8% 8.2% 

189 117 25 29 18
100.0% 61.9% 13.2% 15.3% 9.5% 

281 149 58 54 20
100.0% 53.0% 20.6% 19.2% 7.1% 

3 0 1 1 1
100.0% 0.0% 33.3% 33.3% 33.3% 

53 32 11 8 2
100.0% 60.4% 20.8% 15.1% 3.8% 

61 27 16 17 1
100.0% 44.3% 26.2% 27.9% 1.6% 

62 38 11 10 3
100.0% 61.3% 17.7% 16.1% 4.8% 

134 76 21 24 13
100.0% 56.7% 15.7% 17.9% 9.7% 

159 93 23 24 19
100.0% 58.5% 14.5% 15.1% 11.9% 

4 0 2 1 1
100.0% 0.0% 50.0% 25.0% 25.0% 

96 59 18 14 5
100.0% 61.5% 18.8% 14.6% 5.2% 

56 31 11 6 8
100.0% 55.4% 19.6% 10.7% 14.3% 

66 36 15 10 5
100.0% 54.5% 22.7% 15.2% 7.6% 

47 21 8 13 5
100.0% 44.7% 17.0% 27.7% 10.6% 

27 19 2 6 0
100.0% 70.4% 7.4% 22.2% 0.0% 

48 32 3 8 5
100.0% 66.7% 6.3% 16.7% 10.4% 

44 21 10 9 4
100.0% 47.7% 22.7% 20.5% 9.1% 

33 18 7 4 4
100.0% 54.5% 21.2% 12.1% 12.1% 

33 15 7 9 2
100.0% 45.5% 21.2% 27.3% 6.1% 

20 14 2 4 0
100.0% 70.0% 10.0% 20.0% 0.0% 

3 0 1 1 1
100.0% 0.0% 33.3% 33.3% 33.3% 

5/

1/

2/

3/

4/
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表６② 外国人住民の増加について＜当該理由＞（性・年代・居住地域別集計結果） 

【◆望ましい理由】              【◆望ましくない理由】 

”
║
║
₀ ⁴
Ό ῴ
⁴Ὸ⁮

‖
‗
Ό‖Ὼ
⁴Ὸ⁮

”
‚–

’Ό⁴Ὸ
⁮

​” ’₁‗’
ῼ

⁞
”⅞╒
ⅎ⌂

∕₰₪∙
”
‚⁭⁴

​”

῏ ιιι ῐ 266 79 49 126 5 7 ῏ ιιι ῐ 84 31 26 10 15 2
100.0% 29.7% 18.4% 47.4% 1.9% 2.6% 100.0% 36.9% 31.0% 11.9% 17.9% 2.4% 

117 37 21 55 3 1 25 9 6 3 6 1
100.0% 31.6% 17.9% 47.0% 2.6% 0.9% 100.0% 36.0% 24.0% 12.0% 24.0% 4.0% 

149 42 28 71 2 6 58 22 20 6 9 1
100.0% 28.2% 18.8% 47.7% 1.3% 4.0% 100.0% 37.9% 34.5% 10.3% 15.5% 1.7% 

- - - - - - 1 0 0 1 0 0
- - - - - - 100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 

32 10 8 12 1 1 11 5 4 1 1 0
100.0% 31.3% 25.0% 37.5% 3.1% 3.1% 100.0% 45.5% 36.4% 9.1% 9.1% 0.0% 

27 9 6 11 0 1 16 5 3 3 5 0
100.0% 33.3% 22.2% 40.7% 0.0% 3.7% 100.0% 31.3% 18.8% 18.8% 31.3% 0.0% 

38 12 8 15 2 1 11 3 4 0 4 0
100.0% 31.6% 21.1% 39.5% 5.3% 2.6% 100.0% 27.3% 36.4% 0.0% 36.4% 0.0% 

76 15 17 42 0 2 21 9 5 4 3 0
100.0% 19.7% 22.4% 55.3% 0.0% 2.6% 100.0% 42.9% 23.8% 19.0% 14.3% 0.0% 

93 33 10 46 2 2 23 9 10 1 2 1
100.0% 35.5% 10.8% 49.5% 2.2% 2.2% 100.0% 39.1% 43.5% 4.3% 8.7% 4.3% 

- - - - - - 2 0 0 1 0 1
- - - - - - 100.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 

59 17 11 26 1 4 18 6 7 2 3 0
100.0% 28.8% 18.6% 44.1% 1.7% 6.8% 100.0% 33.3% 38.9% 11.1% 16.7% 0.0% 

31 9 7 15 0 0 11 3 5 2 1 0
100.0% 29.0% 22.6% 48.4% 0.0% 0.0% 100.0% 27.3% 45.5% 18.2% 9.1% 0.0% 

36 11 5 19 1 0 15 8 3 0 4 0
100.0% 30.6% 13.9% 52.8% 2.8% 0.0% 100.0% 53.3% 20.0% 0.0% 26.7% 0.0% 

21 7 1 12 0 1 8 2 3 0 2 1
100.0% 33.3% 4.8% 57.1% 0.0% 4.8% 100.0% 25.0% 37.5% 0.0% 25.0% 12.5% 

19 4 6 7 1 1 2 1 0 0 1 0
100.0% 21.1% 31.6% 36.8% 5.3% 5.3% 100.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 

32 9 11 12 0 0 3 1 2 0 0 0
100.0% 28.1% 34.4% 37.5% 0.0% 0.0% 100.0% 33.3% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 

21 7 3 11 0 0 10 4 3 2 0 1
100.0% 33.3% 14.3% 52.4% 0.0% 0.0% 100.0% 40.0% 30.0% 20.0% 0.0% 10.0% 

18 5 2 10 1 0 7 4 0 1 2 0
100.0% 27.8% 11.1% 55.6% 5.6% 0.0% 100.0% 57.1% 0.0% 14.3% 28.6% 0.0% 

15 4 2 8 0 1 7 2 1 2 2 0
100.0% 26.7% 13.3% 53.3% 0.0% 6.7% 100.0% 28.6% 14.3% 28.6% 28.6% 0.0% 

14 6 1 6 1 0 2 0 2 0 0 0
100.0% 42.9% 7.1% 42.9% 7.1% 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

- - - - - - 1 0 0 1 0 0
- - - - - - 100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 

1/

2/

3/

4/

5/

1/

2/

3/

4/

5/
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６ 外国人住民とのトラブルについて＜有無及びトラブル内容＞ 

 

 【①トラブルの有無】 

問 11 あなたは、外国人住民との間でトラブルを体験したことがありますか。 

又はご自分以外の方のトラブルについて聞いたことがありますか。 

ある場合にはその内容もお書きください。（いずれかに○をつけてください。） 

 11.2%  84.6%

 4.2%

 

   

   【②トラブル内容】 

その内容（あてはまるものすべてに○） 

N=53

54.7

26.4

18.9

11.3

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

生活に関すること

仕事に関すること

学校に関すること

その他　　　　　

無回答　　　　　

 

 

 

1 割程度が「生活面」他の事象で、 

『外国人とのトラブルを経験』している。 

 

外国人住民とのトラブル体験の有無について聞いた。また、「ある」の回答者（53 人）

へは、その内容についても聞いた。 

 

【全体結果の要約】 

トラブルを体験したことが「ある」人は 1 割程度である。 

また、その内容は、「生活に関すること」が半数以上にのぼり、「仕事に関すること」

や「学校に関すること」も少なくはない。 
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【結果考察】（表７①～②参照） 

ΉῬ⁴ῌ” ‚ Ὼ’ „‹⁮⁵’΅῀ 

Ή ῌ⁞Ή ῌ‚  ⁴⅍≤↕⌂ „᾿ ” Ό ῼ Ή̓ ῌ‚  ⁴⅍≤↕⌂

„ ” Ό ΅῀ 

 

表７① 外国人住民とのトラブルについて＜有無＞（性・年代・居住地域別集計結果） 

 

Ῥ⁴ ’΅

῏ ιιι ῐ 473 53 400 20
100.0% 11.2% 84.6% 4.2% 

189 23 158 8
100.0% 12.2% 83.6% 4.2% 

281 29 240 12
100.0% 10.3% 85.4% 4.3% 

3 1 2 0
100.0% 33.3% 66.7% 0.0% 

53 6 47 0
100.0% 11.3% 88.7% 0.0% 

61 7 52 2
100.0% 11.5% 85.2% 3.3% 

62 11 50 1
100.0% 17.7% 80.6% 1.6% 

134 11 117 6
100.0% 8.2% 87.3% 4.5% 

159 17 131 11
100.0% 10.7% 82.4% 6.9% 

4 1 3 0
100.0% 25.0% 75.0% 0.0% 

96 10 81 5
100.0% 10.4% 84.4% 5.2% 

56 5 47 4
100.0% 8.9% 83.9% 7.1% 

66 8 56 2
100.0% 12.1% 84.8% 3.0% 

47 8 37 2
100.0% 17.0% 78.7% 4.3% 

27 4 23 0
100.0% 14.8% 85.2% 0.0% 

48 7 38 3
100.0% 14.6% 79.2% 6.3% 

44 3 40 1
100.0% 6.8% 90.9% 2.3% 

33 2 29 2
100.0% 6.1% 87.9% 6.1% 

33 2 30 1
100.0% 6.1% 90.9% 3.0% 

20 3 17 0
100.0% 15.0% 85.0% 0.0% 

3 1 2 0
100.0% 33.3% 66.7% 0.0% 

1/

2/

3/

4/

5/
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表７② 外国人住民とのトラブルについて＜トラブル内容＞ 

（性・年代・居住地域別集計結果） 

 

‚
 ⁴

 ‗

‚
 ⁴
 ‗

‚
 ⁴
 ‗

​”

῏ ιιι ῐ 53 29 14 10 6 0
100.0% 54.7% 26.4% 18.9% 11.3% 0.0% 

23 12 7 4 2 0
100.0% 52.2% 30.4% 17.4% 8.7% 0.0% 

29 16 7 6 4 0
100.0% 55.2% 24.1% 20.7% 13.8% 0.0% 

1 1 0 0 0 0
100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

6 4 2 1 0 0
100.0% 66.7% 33.3% 16.7% 0.0% 0.0% 

7 4 1 1 2 0
100.0% 57.1% 14.3% 14.3% 28.6% 0.0% 

11 5 3 3 1 0
100.0% 45.5% 27.3% 27.3% 9.1% 0.0% 

11 6 3 3 0 0
100.0% 54.5% 27.3% 27.3% 0.0% 0.0% 

17 9 5 2 3 0
100.0% 52.9% 29.4% 11.8% 17.6% 0.0% 

1 1 0 0 0 0
100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

10 4 4 2 2 0
100.0% 40.0% 40.0% 20.0% 20.0% 0.0% 

5 3 3 0 0 0
100.0% 60.0% 60.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

8 8 0 0 0 0
100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

8 4 1 3 1 0
100.0% 50.0% 12.5% 37.5% 12.5% 0.0% 

4 1 1 2 1 0
100.0% 25.0% 25.0% 50.0% 25.0% 0.0% 

7 2 3 0 2 0
100.0% 28.6% 42.9% 0.0% 28.6% 0.0% 

3 3 0 0 0 0
100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

2 0 1 1 0 0
100.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 

2 2 0 0 0 0
100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

3 1 1 2 0 0
100.0% 33.3% 33.3% 66.7% 0.0% 0.0% 

1 1 0 0 0 0
100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

5/

1/

2/

3/

4/
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７ 多文化共生への取組について 

(1) 多文化共生社会実現のために『市』が為すべきこと 

 

問 12  地域の日本人住民と外国人住民とが、文化や言語、生活習慣の違いを超えて、相互理解を 

深めながら、ともに暮らしやすい社会（＝多文化共生社会）を実現するためには、どんな 

取組に力を入れるべきだと思いますか。 

（１）市がすべきこと（３つまで○をつけてください。） 

N=473

46.3

43.1

37.4

37.0

23.7

22.6

7.8

1.9

4.0

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

外国人住民向け生活情報説明会
の開催　　　　　　　　　　　

多言語による行政・生活情報の
提供　　　　　　　　　　　　

国際交流イベントの開催　　　

外国人住民向け日本語講座の　
開催　　　　　　　　　　　　

民間活動団体に対する支援　　

日本人住民向け国際理解講座の
開催　　　　　　　　　　　　

特になし　　　　　　　　　　

その他　　　　　　　　　　　

無回答　　　　　　　　　　　

 

 

―― 「外国人向け説明会開催」「多言語情報提供」への要望が多い。 ―― 

 

多文化共生社会を実現するために、『市』がすべきことを聞いた。 

 

【全体結果の要約】 

「外国人住民向け生活情報説明会の開催」や「多言語による行政・生活情報の提供」

への要望が 4割を超える。これらに「国際交流イベントの開催」と「外国人住民向け日

本語講座の開催」が 4割弱で次ぐ。 
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【結果考察】（表８－１参照） 

Ή ῾ ” ῌ⁞Ή ῾ ” ῌ”

„ ” Ό ⁭⁯‾ ῼ’‒―΅⁴῀ 

 

表８－１ 多文化共生社会実現のために『市』が為すべきこと 

（性・年代・居住地域別集計結果） 

 

‚
⁭⁴
║
”

῾

”

῾

”

῾

”

ₐ∂└⅍
”

‚
 ⁴

‚’  ​”

῏ ιιι ῐ 473 204 219 175 107 177 112 37 9 19
100.0% 43.1% 46.3% 37.0% 22.6% 37.4% 23.7% 7.8% 1.9% 4.0% 

189 84 94 74 50 73 41 15 6 5
100.0% 44.4% 49.7% 39.2% 26.5% 38.6% 21.7% 7.9% 3.2% 2.6% 

281 119 122 99 56 104 71 22 3 14
100.0% 42.3% 43.4% 35.2% 19.9% 37.0% 25.3% 7.8% 1.1% 5.0% 

3 1 3 2 1 0 0 0 0 0
100.0% 33.3% 100.0% 66.7% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

53 19 23 16 17 29 12 3 1 0
100.0% 35.8% 43.4% 30.2% 32.1% 54.7% 22.6% 5.7% 1.9% 0.0% 

61 29 31 27 13 21 11 3 1 1
100.0% 47.5% 50.8% 44.3% 21.3% 34.4% 18.0% 4.9% 1.6% 1.6% 

62 32 28 21 15 25 16 5 2 0
100.0% 51.6% 45.2% 33.9% 24.2% 40.3% 25.8% 8.1% 3.2% 0.0% 

134 57 64 51 28 44 34 7 1 5
100.0% 42.5% 47.8% 38.1% 20.9% 32.8% 25.4% 5.2% 0.7% 3.7% 

159 66 70 58 33 58 39 19 4 12
100.0% 41.5% 44.0% 36.5% 20.8% 36.5% 24.5% 11.9% 2.5% 7.5% 

4 1 3 2 1 0 0 0 0 1
100.0% 25.0% 75.0% 50.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 

96 38 44 36 22 39 26 8 2 3
100.0% 39.6% 45.8% 37.5% 22.9% 40.6% 27.1% 8.3% 2.1% 3.1% 

56 25 28 27 12 19 12 4 0 4
100.0% 44.6% 50.0% 48.2% 21.4% 33.9% 21.4% 7.1% 0.0% 7.1% 

66 28 31 24 11 19 12 7 2 1
100.0% 42.4% 47.0% 36.4% 16.7% 28.8% 18.2% 10.6% 3.0% 1.5% 

47 21 14 13 11 23 15 2 1 4
100.0% 44.7% 29.8% 27.7% 23.4% 48.9% 31.9% 4.3% 2.1% 8.5% 

27 20 11 10 7 14 8 0 2 0
100.0% 74.1% 40.7% 37.0% 25.9% 51.9% 29.6% 0.0% 7.4% 0.0% 

48 16 21 17 13 21 9 3 2 2
100.0% 33.3% 43.8% 35.4% 27.1% 43.8% 18.8% 6.3% 4.2% 4.2% 

44 22 22 10 8 19 7 7 0 2
100.0% 50.0% 50.0% 22.7% 18.2% 43.2% 15.9% 15.9% 0.0% 4.5% 

33 16 17 15 6 9 8 2 0 1
100.0% 48.5% 51.5% 45.5% 18.2% 27.3% 24.2% 6.1% 0.0% 3.0% 

33 10 18 11 7 10 8 3 0 2
100.0% 30.3% 54.5% 33.3% 21.2% 30.3% 24.2% 9.1% 0.0% 6.1% 

20 7 10 10 9 4 7 1 0 0
100.0% 35.0% 50.0% 50.0% 45.0% 20.0% 35.0% 5.0% 0.0% 0.0% 

3 1 3 2 1 0 0 0 0 0
100.0% 33.3% 100.0% 66.7% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

1/

2/

3/

4/

5/
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(2) 多文化共生社会実現のために『日本人住民』が為すべきこと 

 

問 12  地域の日本人住民と外国人住民とが、文化や言語、生活習慣の違いを超えて、相互理解を 

深めながら、ともに暮らしやすい社会（＝多文化共生社会）を実現するためには、どんな 

取組に力を入れるべきだと思いますか。 

（２）日本人住民がすべきこと（３つまで○をつけてください。） 

N=473

55.6

44.0

35.5

29.8

29.2

21.6

6.6

1.5

3.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

異文化への理解　　　　　　　

外国人住民への町内会・ＰＴＡ
等の地域情報の提供　　　　　

外国人住民の相談相手になる　

国際交流イベントへの参加　　

日本語教育等のボランティア　
活動　　　　　　　　　　　　

外国語の学習　　　　　　　　

特になし　　　　　　　　　　

その他　　　　　　　　　　　

無回答　　　　　　　　　　　

 

 

―――― 過半数が、住民自らが「異文化を理解すべき」と回答。 ―――― 

 

多文化共生社会を実現するために、『日本人住民』がすべきことを聞いた。 

 

【全体結果の要約】 

「異文化への理解」への要望が半数を超える。これに「外国人住民への町内会・ＰＴ

Ａ等の地域情報の提供」が 4割台で次ぐ。 
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【結果考察】（表８－２参照） 

Ή ‭” ║ ” ” ῌ” „ ” Ό ⁭⁯

‾ ῼ’‒―΅⁴῀ 

 

表８－２ 多文化共生社会実現のために『日本人住民』が為すべきこと 

（性・年代・居住地域別集計結果） 

 

‭”
║
”

”

ₐ∂└⅍
‭”

”∑
≤└Ω₉
₈

” ‭
” ”

‚’
⁴

‚’  ​”

῏ ιιι ῐ 473 208 141 138 102 263 168 31 7 18
100.0% 44.0% 29.8% 29.2% 21.6% 55.6% 35.5% 6.6% 1.5% 3.8% 

189 89 57 51 43 110 72 10 3 6
100.0% 47.1% 30.2% 27.0% 22.8% 58.2% 38.1% 5.3% 1.6% 3.2% 

281 116 82 87 58 152 96 21 4 12
100.0% 41.3% 29.2% 31.0% 20.6% 54.1% 34.2% 7.5% 1.4% 4.3% 

3 3 2 0 1 1 0 0 0 0
100.0% 100.0% 66.7% 0.0% 33.3% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

53 17 17 12 24 34 13 2 0 0
100.0% 32.1% 32.1% 22.6% 45.3% 64.2% 24.5% 3.8% 0.0% 0.0% 

61 28 16 9 11 42 16 4 1 1
100.0% 45.9% 26.2% 14.8% 18.0% 68.9% 26.2% 6.6% 1.6% 1.6% 

62 28 21 16 15 40 18 2 1 1
100.0% 45.2% 33.9% 25.8% 24.2% 64.5% 29.0% 3.2% 1.6% 1.6% 

134 60 39 47 20 71 56 9 2 5
100.0% 44.8% 29.1% 35.1% 14.9% 53.0% 41.8% 6.7% 1.5% 3.7% 

159 71 46 54 31 74 65 14 3 11
100.0% 44.7% 28.9% 34.0% 19.5% 46.5% 40.9% 8.8% 1.9% 6.9% 

4 4 2 0 1 2 0 0 0 0
100.0% 100.0% 50.0% 0.0% 25.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

96 45 30 36 18 48 42 4 1 5
100.0% 46.9% 31.3% 37.5% 18.8% 50.0% 43.8% 4.2% 1.0% 5.2% 

56 27 13 19 9 31 28 2 1 4
100.0% 48.2% 23.2% 33.9% 16.1% 55.4% 50.0% 3.6% 1.8% 7.1% 

66 27 16 20 15 35 18 5 2 1
100.0% 40.9% 24.2% 30.3% 22.7% 53.0% 27.3% 7.6% 3.0% 1.5% 

47 18 16 12 12 26 7 2 0 2
100.0% 38.3% 34.0% 25.5% 25.5% 55.3% 14.9% 4.3% 0.0% 4.3% 

27 16 8 9 4 17 13 0 0 1
100.0% 59.3% 29.6% 33.3% 14.8% 63.0% 48.1% 0.0% 0.0% 3.7% 

48 19 17 11 12 30 18 3 2 1
100.0% 39.6% 35.4% 22.9% 25.0% 62.5% 37.5% 6.3% 4.2% 2.1% 

44 15 17 14 11 26 14 7 0 2
100.0% 34.1% 38.6% 31.8% 25.0% 59.1% 31.8% 15.9% 0.0% 4.5% 

33 16 9 9 8 17 11 2 0 1
100.0% 48.5% 27.3% 27.3% 24.2% 51.5% 33.3% 6.1% 0.0% 3.0% 

33 14 9 4 7 18 9 5 0 1
100.0% 42.4% 27.3% 12.1% 21.2% 54.5% 27.3% 15.2% 0.0% 3.0% 

20 8 4 4 5 14 8 1 1 0
100.0% 40.0% 20.0% 20.0% 25.0% 70.0% 40.0% 5.0% 5.0% 0.0% 

3 3 2 0 1 1 0 0 0 0
100.0% 100.0% 66.7% 0.0% 33.3% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

5/

1/

2/

3/

4/
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(3) 多文化共生社会実現のために『外国人住民』が為すべきこと 

 

問 12  地域の日本人住民と外国人住民とが、文化や言語、生活習慣の違いを超えて、相互理解を 

深めながら、ともに暮らしやすい社会（＝多文化共生社会）を実現するためには、どんな 

取組に力を入れるべきだと思いますか。 

（３）外国人住民がすべきこと（３つまで○をつけてください。） 

N=473

79.5

59.6

44.8

40.2

15.0

3.6

3.8

0.6

16.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

地域の生活ルールへの理解　

日本文化への理解　　　　　

日本語の学習　　　　　　　

町内会・ＰＴＡ等の地域活動
への参加　　　　　　　　　

国際交流イベントへの参加　

他の外国人に対する支援活動

特になし　　　　　　　　　

その他　　　　　　　　　　

無回答　　　　　　　　　　

 

 

― 外国人住民には、まずは「地域ルールを理解」してもらうことが第一。 ― 

 

多文化共生社会を実現するために、『外国人住民』がすべきことを聞いた。 

 

【全体結果の要約】 

8 割の多数が「地域の生活ルールへの理解」を要望した。「日本文化への理解」も 6

割ある。特に「地域の生活ルールへの理解」の要望率は、前出『市』や『日本人住民』

であがった結果と比較しても抜き出て高い値となっている。 
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【結果考察】（表８－３参照） 

Ή ║ ” ‭” ῌ⁞Ή ‭” ῌ” „ ”

Ό ⁭⁯‾ ῼ’‒―΅⁴῀ 

 

表８－３ 多文化共生社会実現のために『外国人住民』が為すべきこと 

（性・年代・居住地域別集計結果） 

 

”
⌂╒⌂
‭”

║

”
‭”

ₐ∂└⅍
‭”

”
‭”

”
‚  
⁴

‚’  ​”

῏ ιιι ῐ 473 376 190 71 212 282 17 18 3 16
100.0% 79.5% 40.2% 15.0% 44.8% 59.6% 3.6% 3.8% 0.6% 3.4% 

189 147 84 27 85 121 8 7 2 6
100.0% 77.8% 44.4% 14.3% 45.0% 64.0% 4.2% 3.7% 1.1% 3.2% 

281 227 104 43 126 161 9 11 1 10
100.0% 80.8% 37.0% 15.3% 44.8% 57.3% 3.2% 3.9% 0.4% 3.6% 

3 2 2 1 1 0 0 0 0 0
100.0% 66.7% 66.7% 33.3% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

53 41 14 7 30 35 1 1 0 0
100.0% 77.4% 26.4% 13.2% 56.6% 66.0% 1.9% 1.9% 0.0% 0.0% 

61 51 20 9 22 38 2 2 0 1
100.0% 83.6% 32.8% 14.8% 36.1% 62.3% 3.3% 3.3% 0.0% 1.6% 

62 56 22 9 32 36 4 1 1 1
100.0% 90.3% 35.5% 14.5% 51.6% 58.1% 6.5% 1.6% 1.6% 1.6% 

134 103 61 18 64 73 8 5 0 4
100.0% 76.9% 45.5% 13.4% 47.8% 54.5% 6.0% 3.7% 0.0% 3.0% 

159 122 70 27 63 99 2 9 2 10
100.0% 76.7% 44.0% 17.0% 39.6% 62.3% 1.3% 5.7% 1.3% 6.3% 

4 3 3 1 1 1 0 0 0 0
100.0% 75.0% 75.0% 25.0% 25.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

96 74 39 15 49 51 6 2 1 4
100.0% 77.1% 40.6% 15.6% 51.0% 53.1% 6.3% 2.1% 1.0% 4.2% 

56 43 20 9 24 36 0 2 0 3
100.0% 76.8% 35.7% 16.1% 42.9% 64.3% 0.0% 3.6% 0.0% 5.4% 

66 51 24 6 26 35 3 4 2 2
100.0% 77.3% 36.4% 9.1% 39.4% 53.0% 4.5% 6.1% 3.0% 3.0% 

47 35 22 11 19 24 0 1 0 2
100.0% 74.5% 46.8% 23.4% 40.4% 51.1% 0.0% 2.1% 0.0% 4.3% 

27 27 15 3 10 23 0 0 0 0
100.0% 100.0% 55.6% 11.1% 37.0% 85.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

48 38 23 8 23 28 3 2 0 2
100.0% 79.2% 47.9% 16.7% 47.9% 58.3% 6.3% 4.2% 0.0% 4.2% 

44 33 15 6 23 26 1 4 0 1
100.0% 75.0% 34.1% 13.6% 52.3% 59.1% 2.3% 9.1% 0.0% 2.3% 

33 29 15 5 13 19 1 0 0 1
100.0% 87.9% 45.5% 15.2% 39.4% 57.6% 3.0% 0.0% 0.0% 3.0% 

33 28 9 5 15 22 1 2 0 1
100.0% 84.8% 27.3% 15.2% 45.5% 66.7% 3.0% 6.1% 0.0% 3.0% 

20 16 6 2 9 18 2 1 0 0
100.0% 80.0% 30.0% 10.0% 45.0% 90.0% 10.0% 5.0% 0.0% 0.0% 

3 2 2 1 1 0 0 0 0 0
100.0% 66.7% 66.7% 33.3% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

1/

2/

3/

4/

5/
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(4) 多文化共生社会実現のために『民間活動団体』が為すべきこと 

 

問 12  地域の日本人住民と外国人住民とが、文化や言語、生活習慣の違いを超えて、相互理解を 

深めながら、ともに暮らしやすい社会（＝多文化共生社会）を実現するためには、どんな 

取組に力を入れるべきだと思いますか。 

（４）民間活動団体がすべきこと（３つまで○をつけてください。） 

N=473

55.8

46.9

34.7

31.5

24.1

20.3

7.8

0.8

4.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

生活相談支援　　　　　　　　

外国人住民向け日本語講座の　
開催　　　　　　　　　　　　

外国語の通訳・翻訳支援　　　

国際交流イベントの開催　　　

外国語による観光地等の案内　
支援　　　　　　　　　　　　

日本人住民向け国際理解講座の
開催　　　　　　　　　　　　

特になし　　　　　　　　　　

その他　　　　　　　　　　　

無回答　　　　　　　　　　　

 

 

――― 「生活支援相談」や「日本語講座の開催」への要望が多い。 ――― 

 

多文化共生社会を実現するために、『民間活動団体』がすべきことを聞いた。 

 

【全体結果の要約】 

「生活相談支援」への要望が半数を超える。これに「外国人住民向け日本語講座の開

催」が 4割台で次ぐ。 
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【結果考察】（表８－４参照） 

‖ ‚ῬΌ‒‍Ή ῌ‗Ή ῾ ” ῌ‗

‾᾿ „ ” Ό ⁭⁯‾ ῼ’‒―΅⁴῀ 

 

表８－４ 多文化共生社会実現のために『民間活動団体』が為すべきこと 

（性・年代・居住地域別集計結果） 

 

῾

”

῾

”

ₐ∂└⅍
”

”
║

‚
⁭⁴

”

‚’  ​”

῏ ιιι ῐ 473 222 96 149 264 164 114 37 4 22
100.0% 46.9% 20.3% 31.5% 55.8% 34.7% 24.1% 7.8% 0.8% 4.7% 

189 97 40 63 112 61 49 14 2 5
100.0% 51.3% 21.2% 33.3% 59.3% 32.3% 25.9% 7.4% 1.1% 2.6% 

281 125 56 85 150 102 63 23 2 17
100.0% 44.5% 19.9% 30.2% 53.4% 36.3% 22.4% 8.2% 0.7% 6.0% 

3 0 0 1 2 1 2 0 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 33.3% 66.7% 33.3% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 

53 21 11 17 27 24 14 3 0 0
100.0% 39.6% 20.8% 32.1% 50.9% 45.3% 26.4% 5.7% 0.0% 0.0% 

61 25 9 21 31 24 19 3 0 2
100.0% 41.0% 14.8% 34.4% 50.8% 39.3% 31.1% 4.9% 0.0% 3.3% 

62 30 14 24 37 29 10 4 2 0
100.0% 48.4% 22.6% 38.7% 59.7% 46.8% 16.1% 6.5% 3.2% 0.0% 

134 64 24 40 78 37 34 11 1 6
100.0% 47.8% 17.9% 29.9% 58.2% 27.6% 25.4% 8.2% 0.7% 4.5% 

159 82 38 45 88 49 35 16 1 14
100.0% 51.6% 23.9% 28.3% 55.3% 30.8% 22.0% 10.1% 0.6% 8.8% 

4 0 0 2 3 1 2 0 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 50.0% 75.0% 25.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

96 45 16 31 54 30 20 6 1 7
100.0% 46.9% 16.7% 32.3% 56.3% 31.3% 20.8% 6.3% 1.0% 7.3% 

56 30 16 13 31 21 14 4 0 3
100.0% 53.6% 28.6% 23.2% 55.4% 37.5% 25.0% 7.1% 0.0% 5.4% 

66 30 6 21 33 22 16 8 2 3
100.0% 45.5% 9.1% 31.8% 50.0% 33.3% 24.2% 12.1% 3.0% 4.5% 

47 22 11 21 22 13 10 3 0 2
100.0% 46.8% 23.4% 44.7% 46.8% 27.7% 21.3% 6.4% 0.0% 4.3% 

27 18 10 5 22 11 5 0 0 0
100.0% 66.7% 37.0% 18.5% 81.5% 40.7% 18.5% 0.0% 0.0% 0.0% 

48 23 12 17 27 15 15 4 0 1
100.0% 47.9% 25.0% 35.4% 56.3% 31.3% 31.3% 8.3% 0.0% 2.1% 

44 14 10 16 21 17 11 7 1 3
100.0% 31.8% 22.7% 36.4% 47.7% 38.6% 25.0% 15.9% 2.3% 6.8% 

33 17 4 10 19 12 10 2 0 2
100.0% 51.5% 12.1% 30.3% 57.6% 36.4% 30.3% 6.1% 0.0% 6.1% 

33 13 5 9 18 14 8 2 0 1
100.0% 39.4% 15.2% 27.3% 54.5% 42.4% 24.2% 6.1% 0.0% 3.0% 

20 10 6 5 15 8 3 1 0 0
100.0% 50.0% 30.0% 25.0% 75.0% 40.0% 15.0% 5.0% 0.0% 0.0% 

3 0 0 1 2 1 2 0 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 33.3% 66.7% 33.3% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 

5/

1/

2/

3/

4/
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８ 国際交流活動への参加について＜参加経験＞ 

 

問 13 あなたは、これまで何らかの国際交流活動に参加したことがありますか。 

（いずれかに○を付けてください。） 

N=473

3.0%

12.1%

85.0%

 

 

――――――― 国際交流活動への参加経験率は 1割強。 ――――――― 

 

種別を問わず、国際交流活動への参加経験について聞いた。 

 

【全体結果の要約】 

「参加したことがある」と回答した経験者は1割強である。大多数は未経験者である。 
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【結果考察】（表９参照） 

” „᾿ ” Ό ⁭⁯‾ ΅῀ 

 

表９ 国際交流活動への参加について＜参加経験＞（性・年代・居住地域別集計結果） 

 

 ‍
 ‗ΌῬ
⁴

 ‍
 ‗Ό’
΅

῏ ιιι ῐ 473 57 402 14
100.0% 12.1% 85.0% 3.0% 

189 29 154 6
100.0% 15.3% 81.5% 3.2% 

281 28 245 8
100.0% 10.0% 87.2% 2.8% 

3 0 3 0
100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 

53 6 47 0
100.0% 11.3% 88.7% 0.0% 

61 9 51 1
100.0% 14.8% 83.6% 1.6% 

62 10 51 1
100.0% 16.1% 82.3% 1.6% 

134 16 114 4
100.0% 11.9% 85.1% 3.0% 

159 16 135 8
100.0% 10.1% 84.9% 5.0% 

4 0 4 0
100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 

96 12 81 3
100.0% 12.5% 84.4% 3.1% 

56 7 47 2
100.0% 12.5% 83.9% 3.6% 

66 12 52 2
100.0% 18.2% 78.8% 3.0% 

47 7 38 2
100.0% 14.9% 80.9% 4.3% 

27 0 27 0
100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 

48 4 43 1
100.0% 8.3% 89.6% 2.1% 

44 4 39 1
100.0% 9.1% 88.6% 2.3% 

33 3 28 2
100.0% 9.1% 84.8% 6.1% 

33 4 28 1
100.0% 12.1% 84.8% 3.0% 

20 4 16 0
100.0% 20.0% 80.0% 0.0% 

3 0 3 0
100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 

1/

2/

3/

4/

5/

 

 

 



 35 

９ 参加してみたい国際交流活動について＜今後の参加意向＞ 

 

問 14 市や島内の国際交流団体が各種国際交流事業を実施していますが、今後、あなたが参加して 

みたい国際交流・国際協力活動はどれですか。（３つまで○をつけてください。） 

N=473

31.1

29.6

25.2

16.5

9.7

7.0

5.9

5.5

4.9

4.7

2.7

1.9

30.9

0.6

5.7

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

地域の外国人住民と直接交流が

図れるようなイベント　　　　

外国の料理講座　　　　　　　

外国語を学べるような講座　　

外国の生活習慣や歴史に関する

講座　　　　　　　　　　　　

発展途上国や被災地域での国際

協力活動　　　　　　　　　　

生活相談支援　　　　　　　　

外国人向け観光パンフレットの

作成支援　　　　　　　　　　

外国人訪問者のホームステイの

受入　　　　　　　　　　　　

外国人向け生活ガイドブックの

作成支援　　　　　　　　　　

日本語教室での日本語指導支援

外国語による観光地等の案内　

支援　　　　　　　　　　　　

外国語の通訳・翻訳ボラン　　

ティア　　　　　　　　　　　

特になし　　　　　　　　　　

その他　　　　　　　　　　　

無回答　　　　　　　　　　　

 

 

― 「地域外国人との交流イベント」や「外国料理講座」への意向が多い。 ― 

 

今後、参加してみたいと思う国際交流・国際協力活動について聞いた。 

 

【全体結果の要約】 

前問で活動未経験率が８割超える状況下で、「地域の外国人住民と直接交流が図れる

ようなイベント」や「外国の料理講座」への意向率が 3 割前後ある。「外国語を学べる

ような講座」の意向者も 4人に 1人程度いる。 

一方で、「特になし」とする人も約 3割いることに留意したい。 
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【結果考察】（表 10参照） 

Ή ” ‗ Ό ⁵⁴⁭ῲ’ₐ∂└⅍ῌ” ‚ „‹⁮⁵’΅῀

Ή ” ⁞ ‚  ⁴ ῌ₀  ⁴ ” „᾿ ” Ό ⁭⁯‾

ῼ Ή̓ ” ῌ” „᾿ ” ΌῸ’⁯ ΅῀ 

 

表 10 参加してみたい国際交流活動について＜今後の参加意向＞ 

（性・年代・居住地域別集計結果） 

 

”

‗
Ό ⁵
⁴⁭ῲ’
ₐ∂└⅍

”
⁞
‚

 ⁴

₀
⁴‮⁭
ῲ’

” ‚
⁭⁴
”

῾ ←
└↔⌐№
⅍”

‖”
”
║
∑≤└
Ω₉₈

”
∏╒√₰
Ωₐ”

῾ ₣
ₐⅎ↕№
₦”

⁞
‖”

‚’  ​”

῏ ιιι ῐ 473 147 78 119 140 13 28 22 9 26 23 33 46 146 3 27
100.0% 31.1% 16.5% 25.2% 29.6% 2.7% 5.9% 4.7% 1.9% 5.5% 4.9% 7.0% 9.7% 30.9% 0.6% 5.7% 

189 58 37 53 39 5 13 8 4 12 8 14 27 59 1 11
100.0% 30.7% 19.6% 28.0% 20.6% 2.6% 6.9% 4.2% 2.1% 6.3% 4.2% 7.4% 14.3% 31.2% 0.5% 5.8% 

281 88 40 66 99 8 15 14 5 14 15 19 19 86 2 16
100.0% 31.3% 14.2% 23.5% 35.2% 2.8% 5.3% 5.0% 1.8% 5.0% 5.3% 6.8% 6.8% 30.6% 0.7% 5.7% 

3 1 1 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
100.0% 33.3% 33.3% 0.0% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 

53 23 6 19 20 1 5 2 2 5 5 0 11 10 0 2
100.0% 43.4% 11.3% 35.8% 37.7% 1.9% 9.4% 3.8% 3.8% 9.4% 9.4% 0.0% 20.8% 18.9% 0.0% 3.8% 

61 14 10 17 24 1 3 2 1 2 3 4 8 19 0 1
100.0% 23.0% 16.4% 27.9% 39.3% 1.6% 4.9% 3.3% 1.6% 3.3% 4.9% 6.6% 13.1% 31.1% 0.0% 1.6% 

62 23 11 19 24 1 6 1 3 2 5 2 5 16 0 2
100.0% 37.1% 17.7% 30.6% 38.7% 1.6% 9.7% 1.6% 4.8% 3.2% 8.1% 3.2% 8.1% 25.8% 0.0% 3.2% 

134 36 21 29 36 5 5 11 0 5 5 11 10 47 1 8
100.0% 26.9% 15.7% 21.6% 26.9% 3.7% 3.7% 8.2% 0.0% 3.7% 3.7% 8.2% 7.5% 35.1% 0.7% 6.0% 

159 50 28 35 33 5 9 6 3 12 5 16 12 53 2 14
100.0% 31.4% 17.6% 22.0% 20.8% 3.1% 5.7% 3.8% 1.9% 7.5% 3.1% 10.1% 7.5% 33.3% 1.3% 8.8% 

4 1 2 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
100.0% 25.0% 50.0% 0.0% 75.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 

96 31 15 22 29 3 9 5 0 4 5 5 6 26 1 7
100.0% 32.3% 15.6% 22.9% 30.2% 3.1% 9.4% 5.2% 0.0% 4.2% 5.2% 5.2% 6.3% 27.1% 1.0% 7.3% 

56 22 8 20 16 1 3 2 1 3 3 5 5 16 0 4
100.0% 39.3% 14.3% 35.7% 28.6% 1.8% 5.4% 3.6% 1.8% 5.4% 5.4% 8.9% 8.9% 28.6% 0.0% 7.1% 

66 18 12 17 20 2 1 1 3 0 2 6 5 24 1 3
100.0% 27.3% 18.2% 25.8% 30.3% 3.0% 1.5% 1.5% 4.5% 0.0% 3.0% 9.1% 7.6% 36.4% 1.5% 4.5% 

47 15 7 8 19 0 3 1 1 4 3 2 6 13 1 1
100.0% 31.9% 14.9% 17.0% 40.4% 0.0% 6.4% 2.1% 2.1% 8.5% 6.4% 4.3% 12.8% 27.7% 2.1% 2.1% 

27 7 3 9 5 0 2 3 0 3 3 3 5 7 0 1
100.0% 25.9% 11.1% 33.3% 18.5% 0.0% 7.4% 11.1% 0.0% 11.1% 11.1% 11.1% 18.5% 25.9% 0.0% 3.7% 

48 17 9 12 13 3 3 4 3 4 2 5 8 11 0 3
100.0% 35.4% 18.8% 25.0% 27.1% 6.3% 6.3% 8.3% 6.3% 8.3% 4.2% 10.4% 16.7% 22.9% 0.0% 6.3% 

44 14 8 13 10 1 3 2 1 3 1 3 3 19 0 2
100.0% 31.8% 18.2% 29.5% 22.7% 2.3% 6.8% 4.5% 2.3% 6.8% 2.3% 6.8% 6.8% 43.2% 0.0% 4.5% 

33 10 5 10 9 2 3 3 0 1 1 2 4 8 0 3
100.0% 30.3% 15.2% 30.3% 27.3% 6.1% 9.1% 9.1% 0.0% 3.0% 3.0% 6.1% 12.1% 24.2% 0.0% 9.1% 

33 8 6 5 9 0 0 0 0 2 2 1 2 16 0 1
100.0% 24.2% 18.2% 15.2% 27.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 6.1% 6.1% 3.0% 6.1% 48.5% 0.0% 3.0% 

20 4 4 3 8 1 1 1 0 2 1 1 2 5 0 2
100.0% 20.0% 20.0% 15.0% 40.0% 5.0% 5.0% 5.0% 0.0% 10.0% 5.0% 5.0% 10.0% 25.0% 0.0% 10.0% 

3 1 1 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
100.0% 33.3% 33.3% 0.0% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 

5/

1/

2/

3/

4/

 

 

 

※特記事項 

’ῷ᾿ ‭” ║ ₀  ⁴ ‚  ―„᾿ • ₀ ΅᾿

Ὸ⁮ ₀  ⁴ ₀ ‚  ‍῀ ᾿ ” Ό  ⁮⁵‍῀ 

 Ὸ  Ή̓ ῌ •Ή

ῌ‚ —ῼ ” Ὸ⁮᾿ ₀ ‼‍ ” ‭” „  ‍῀ 
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10 自由意見について＜佐渡市の国際化に関する意見や要望＞ 

 

問 15 その他、佐渡市の国際化について、意見や要望があれば、自由に記入してください。 

 

 

佐渡市の国際化について多数の意見が寄せられている。その中の代表的な意見や要望

を抜粋し、下記に掲載した。 

 

1)  ” ₦≤₰‚     ―΅‍‎Ὼ‴ ‍῀ ‗„ ” ₀ 50

Ὼ―Ὼ‴ ‍Ό᾿ ‭ ⁴ ΌῬ⁯᾿ ” Ὸ⁮ • ⁯⁴ ΅‖₈₯₈‚

Ὸ῾‴ ‍῀ ‚ ―‾⁮ῴ‴ ‍ ᾿ ” „ ” Ό ‖‾‖Ὼ⁴⁭ῲ‚ ΅

‴ ‍῀​ ― ALT” ₦≤₰‚ Ὼ‴ ‍῀ „ Ό⁭ῼ‖Ὼ Ή̓⁸Ὸ⁮’΅ ῌ

‚‾  ῼ ῴ⁭ῲ‗  ―ῼ⁵‴ ‍῀ ” ⁞ ‚‾  ⁭ῲ‚ Ὸ⁮

 ―΅⁴⁭ῲ‚ ⁸⁵‴ ‍῀ „‾ῲῸ’⁯ ‖ Ό᾿ ⁵Ὸ⁮” ” ”‏‍

₀ ‼⁴⁭ῲ᾿ ₀ ῴ―΅‍‎Ὼ‍΅‗ ΅‴ ῀ ‚ ⁴‗᾿

” ΅ Ό‍ῼ ₁ –Ὸ⁯‴ ‍῀ 

2)  ‚  ―΅⁴ Ό 500 ‾΅⁴ ‗‚→№₦≥ ‴ ‍Ό᾿ ” ᾿ ”

‖₡╒₰⅍≤≥₈‭ ‒‍ ” ‘‾„᾿ ‖ ₁’ ‗ ΅᾿ ῴ⁮⁵―  

―΅⁴‗ ῲ‗᾿ ” ⁞ ₀ ⁯᾿ ‖  ᾿  ‍ Ό ― Ὸ‒‍᾿

‗ ῴ⁴⁭ῲ ” ₀   ―᾿ ”ₐ∞╒₯Ό ΅‾”‖Ῥ‒―  ΅‗ ΅‴

 ῀ ᾿ ”⅍₤” ΌΩ⌐→⁞ ’‘‖  ⁵―΅‴ Ό᾿ ⁯’΅ ₀ ‚

‟‍΅― ‚ ‒‍⅍₤„ ‚‴Ὸ ᾿ ‚΅⁴⅍₤„ Ὸ΅ ‖‏ ‒―Ῥ

 ‍΅‖ ῀ ‟Ὸ⁯‖’ῼ᾿ ‭ ‍ ‚  ―᾿ ῼ Ὸ΅ ‖  ⁴ ‖

Ῥ⁯‍΅‖ ῀ 

3)  Ό ῴ⁴ ‗„ ΅ ‗‖„’΅Ό᾿ ‗” ‚ ‾‍ῼ ₁ Ὼ―΅

‴ ῀​” ‖‍‎ ‚ ῴ⁴ ‗Ό ‴ ΅‗„ ΅Ό‍΅‗ ΅‴ ῀ 

4)  ‚’⁯᾿ Ό ῴ―᾿ Ό  ⁴”„ ΅ ‖ Ό᾿ ‚ ₀ ‼⁴

Ό‴  ‎‗ ΅‴ ῀ „ Ό ΅῀​ ‭ ” Ό ‚ ‒―Ὼ―‾᾿  ΅

‗ ΅‴ ῀ 

5  ‚–΅―‖„’΅Ό᾿ ” ‚ ᾿ ” ‚᾿ ‒― ⁮ ΅᾿‗ ⁸

⁵⁴⁭ῲ’ Ό’΅⁭ῲ’ Ό ⁴῀ ‚ ―‾᾿ „ ‒―΅―‾ ”

’ ₀ Ὸ ‍  ΅‗ ⁸⁵⁴ Ό ― ’΅῀ ῸΌ ⁯’΅⁭ῲ’ Ό ‴ ῀

​ῲ΅ῲ‗ ⁶Ὸ⁮ Ὼ Ὼ‗ ‍‾”‚ ―΅Ὸ’΅‗᾿ Ὸ₀⁞‒―‾ ⁯ ‼‚’‒

― ‴ῲ⁭ῲ’ Ό ‴ ῀ 

6  

 

 

 

₀ ― ’‘ ⁴ ΌῬ⁴”‖ ⁬ῲῸ῀ ” ₀ ‚  ―᾿ ‚

 ―΅ῼ Ό‾‒‗ ’ Ό ‴ ῀    ―‹⁴‗᾿ ᾿ ‾ ⁵―΅‴

”⁮‏​῀  ₀  ⁴ ‗” Ό᾿ Ό › ₀ ῴ― ‹⁞ ῼ ⁴ ” Ό

‎‗ ΅‴ ῀ 
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7  ” ᾿ ᾿ ₀  ―΅‍‎Ὼ᾿ῷ ΅‚  ―⁭⁯ ‹⁭΅ ‚ ―

 ΅῀ 

8)  Ό ‼― ”  ᾿ ₀  ᾿ ₀ ⁴ ‖ Ὸ⁮ ‚ ⁵⁴⁭ῲ‚’⁴

 ‗Ό ‎‗ ῲ῀​⁵Ὸ⁮ ” ‚–΅―᾿  ΅῾⁵‘ ᾿ ’‗ ⁶

ΌῬ⁴‗ ῲ  ͂⁵„ ‚–΅―‾ ῴ⁴ ‗‎Ό  ̓⁵‖„⃰∞‎‗ ῲ Ή͂   ῌ

‗΅ῲ ‗ ―” ” ₀ Ὸ ‍ ‖᾿‾‒‗ ‚ ‗ ⁸⁶ῲ‗΅ῲ⁭ῲ’

Ό ‎‗ ῲ῀ 

9)  ‘ῲ΅ῲ ₀ ‒―΅⁴Ὸ ῼ ⁯‴ ₁῀‾‒‗ ‚ Ὸ⁯⁞ ῼ᾿ ₀‡ῼ⁭ῲ

’ ₀ ―  ΅῀‘₁’ ‖‾ ‚ ‖Ὼ⁴‾”‚ ―‾⁮΅‍΅῀ 

10)  ” Ό  ⁴”‚᾿‾‒‗ ’‘„ ” ΌῬ⁵‟ ΅Ὸ‗ ῲ ⌐

₯ ᾿ ᾿ῷῷ‴Ὸ’‾” ῀ 

11)  ‚‍ῼ ₁” ₀  ⁴”‖„’ῼ᾿ ” Ό ⁮⁵⁴ ‖ ‚ ⁵

―Ὼ―‰ ΅῀ ” ‖‾ ‚  ― ₀ ‗ῲ‗ ⁴ ‗᾿​ῲ‖’΅ Ό΅⁴

”‖᾿ ” Ό‾‒‗ ” ₀ ‒― – –” ₀ ⁴῀Ὼ‮ 

12)  ᾿ Ό ῼ’⁴”„ ῀ Ῥ⁴‗„ ῲΌ᾿ ‚ ›‍‼‚„⁞„⁯

₀  ⁴῀Ὼ‮ ‚  ―„‹‍΅Ό᾿ ”‗ ⁶„Ῥ‴⁯‖Ὼ⁴ ‚’΅῀ 

13)  ” ‚  ⁴ ‹⁞ ΅‗  ⁴ ⁯₀⁭⁯ ‒―ῼ‎ ΅῀ 

14)  ⁞ ‚ ’ῼ᾿Ῥ⁴ ‚ › „‹₁’‖   ΅᾿⁭⁯ ΅ ₀ ‒―΅

ῼ ΌῬ⁯‴ ῀ ’‘‗ ῲ ΅ ῴ‖„’ῼ᾿ ‗΅ῲ ₀ ”‾΅‍‏

‖ ῀ 

15  ‚  ―΅⁴ ”⅜№⅍─╒₦ ⁯Ό ‎‗ ΅‴ ῀ ῀

‒‍ ᾿ῷ ΅‚ ῾ ῴ⁴ ”⁭⁯‘ ⁶‗’⁴ ᾿₪╒℮₉⅜╒₿╒Ό ‖ ῀

᾿ ῷῸ‹” ‖„᾿ ” ‚  ‍ ‚᾿ ‖

Ό‖Ὼ⁴ ‹ ⁯₀ ‼―΅‴ ῀ 

16  ” ”‍‼‚‾᾿ „ ‎‗ ΅‴ ῀ 

17  ’ ᾿ ₀ ⁵‟ Ὸ” ‚ –”Ὸ᾿ Ό ₀‘ ‴‖‖Ὼ⁴”Ὸ᾿ ‒†⁯ Ὸ

⁯‴ ₁῀ „Ῥ⁯‴ Ό᾿ „Ῥ⁯‴ ₁῀‖‾᾿ ῾ ⁵⁴ ‾ ῾ ⁵―‾⁮ῲ

‾᾿ Ὸ⁯ ῷῲ‗ ’῾⁵‟΅῾’΅‗ ΅‴ ῀ 

18  „ ” ‖ ” ‖ Ό‖Ὼ⁴ ‗ ‚’‒―΅‴ ῀ ⁸Ό⁮ ‚ῷ Ὼ

΅₀ ⁵‟ ΅”‖„‗  ―΅‴ ῀ 

19  ‚ ῼ” Ό ―ῼ⁵⁴ ‗„΅΅ ‗‎‗ ΅‴ ῀ 500 ”

Ό ‚  ―΅⁴​ῲ‖ Ό᾿ ” Ό‘₁‘₁  ―΅ῼ ‖ 5̓00 ‗΅ῲ

„ Ὼ΅‾”ΌῬ⁴‗ ῲ῀‘ῲ΅ῲ Ό‘ ‚ ₁‖΅⁴”Ὸ‰‗₁‘ Ὸ⁮’΅”‖᾿

’‘‖ ” ’‘ ῴ―‾⁮ῴ’΅‖ ⁬ῲῸ῀‴‍ ₪╒⅓╒’‘ΌῬ‒―

‾΅΅‗ ῲ῀ ‭ ῼ‗᾿ ”  Ό ‼― Ὸ⁴‗⁭ῼ ⁸⁵⁴⁭ῲ‚᾿ ”

₀  ― ”  ₀ ‖Ὼ⁴⁭ῲ’ ‖Ῥ‒―  ΅῀ 
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20)  ‗” ₀ ‼‍΅ ᾿ ” Ό   ‖Ῥ⁯᾿ ” Ό ΅ ‾

 ⁵᾿ ‚ ₀ ‼⁴”‚ ‖ῺῸ“‴ ῀Ὸ‗΅‒― ‖Ῥ⁯᾿ Ὸ⁮

⁯  ⁵᾿ ‾‖Ὼ ᾿ ᾿ ₀ ΅ ‼᾿ ” ” ‚‾ Ό

⁴ ” Ό ‖„’΅Ὸ‗ ΅‴ ῀ Ό ‼⁴ Ῥ⁴ ‚‾ Ό⁴ ‚

‒― Ὼ᾿ ₀ ‼᾿ ‚ ‒― ‒―‾⁮΅‍΅‾”‖ ῀ 

21)  •₀ ᾿ ‚ ” ” ‚ ₀ ⁴ „’΅῀ „᾿ ” ” ‚ „

‾‗⁭⁯᾿ ‚‾ ῼ Ό  ⁵―΅⁴Ό᾿΅ ⁵ Ό ‚ ‍≢╒⌠№←”

‗ ’ ‗’⁴ Ό ⁴῀ ‾ ”’΅ Ό  ΅ Ό ΅῀ 

22)  ῃ’ ” ‗ ‚ ⁴ „᾿ ⁵Ὸ⁮ ’ ‎‗ ΅‴ ῀ Ὸ  ”

₀ ‼―᾿ ” ‾   ‖ ῀ ” ’ Ό΅–‴‖‾ Ὼ‴ ⁭ῲ‚῀ 

23)  ₀  ῲ⁴ ‗ ―„᾿ ᾿ ᾿​ ― ῼ⁮΅ Ὸ ῴ⁮⁵’΅῀​

 ‖ ‗₿ₐ₈№↨ ―᾿ ᾿ ‖„ₔ₪₈ₐ≤└ⅎ‗ ― ₀ ⁵―΅⁴”‎Ὸ⁮᾿

ₔ₪‚ ⁸⁴Ῥ⁮⁫⁴ ‗Ό ‭ ⁵‟ ᾿ ᾿ ‖Ὼ⁴⁭ῲ‚ ―᾿ Ὸ⁮

₀ ₁‖„‘ῲῸ῀ ‖„ ‖₈ₐ℮₈₀ Ὸ ‍ ₀ ⁯ ‚ ―᾿ ‖

 Ὸ ΅’⁵⁮‮ ₀‘₁‘₁  ―΅‒‍⁮᾿‴‍ ‚„∏╒√₰Ωₐ” ₀

 ―  ―‾⁮‒‍⁮‘ῲῸ῀‗‚Ὸῼ ‭” ” Ό ῼ’⁴⁭ῲ’ ₀  

―΅ῼ  Ὸ’΅”‖„῀ 

24)  ₀  ‍ Ό᾿ „ ⁮ ΅‗ ‼―΅⁴”₀⁭ῼ Ὼ‴ ῀ ‚ ₁‖΅

⁴ „ ‍⁯ ”⁭ῲ‚ ῲ ῃ’ ⁮ ⁞ ᾿ ” ‹₀‗‒―‾ ΅‗ ῲ

Ό΅⁴ ‗Ό᾿   ‚ Ό⁴‗ ΅‴ ῀ Ὸ⁮ Ὸ⁮ ―΅‍‎ῼ‍‼‚„᾿

⁞ Ό ‖ ῀ 

25  ‚ ‖ ΅Ό᾿ ‚  ⁴ ₀  ―  ΅ ‘₁’ ‖‾ ΅  ͂

26)  ⁞ῷ ’‘‖᾿ Ό‾‒‗ ‚  ― ‚₈↓╒⌂ ‍ Ό

΅῀‾‒‗ ” ₀ ‚₈↓╒⌂ ᾿ₐ└₿╒⅜№⅍’‘₀  ―  ‍

Ό ΅῀ 

27)  „ ‚ ῼ” ‗  ―Ὼ‴ ‍῀ ‗ ⁸⁴ ‖᾿ ”

” ⁞ ⁞ ” ΅₀ ⁯᾿ ₀  ⁴∞≥№⅍ΌῬ⁴ ᾿ ” ‚⁭⁴

” ”   ᾿ ⁞ ῴ ” ΅‚⁭⁴⅍≤↕⌂’‘”℮∞≥№⅍ΌῬ⁯‴ ῀∞≥№

⅍᾿℮∞≥№⅍₀ ῴ‍ ‖᾿ ‚ Ό ‼⁮⁵―΅⁴”Ὸ₀ ῴ― ‖Ὼ⁵‟᾿

‚⁭⁴⅍≤↕⌂⁞ ₀ ´ ‗Ό‖Ὼ⁴„ ‖ ῀ 

28  ‖‾ Ό ⁵―΅⁴ ” ᾿​ ‭ Ό ‒― ₀ ⁴”‚ ⁸ ₀  ‴

 ῀   ‖‾ Ὼ ΅Ό  ΅”‚᾿‴ ― Ό ⁸⁴‗΅ῲ”„ ‖   ͂

29)  ‾ ‎Ό᾿ Ό ‭  ’΅⁭ῲ᾿ Ῥ⁴ ⁯Ό ‎‗

ῴ‴ ῀ ” ⁭⁯‾᾿ ‭  ―΅⁴ ” ₀  

30)  ῷ ΅” ₀  ―᾿ ’‘Ό’ῼ  ΅ ’‘₀ ―‾⁮΅‍΅῀ 

31  

 

 

„ Ό ῼ᾿ Ό ΅”‖᾿ ‚  ⁴ ῾ ⁵„ ‏ ‚„

΅”‖ ’΅‗ ΅‴ Ό᾿ ‗” ‚–΅―„‴  ” Ὸ⁮‘”⁭ῲ‚

 ―΅ῼῸ’‘᾿ ΅ ‗ ’⁯᾿  ΅ ‗ ῲ῀€−╒⅍ Ό ‗ ῲ῀
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32  ‗” „᾿ ‖‾ₐ∂└⅍‖‾  ῼ―‾ ₀ “―᾿‖Ὼ⁴‎῾

΅ ‚  ―‾⁮ῲ ‗Ό ‎‗ ΅‴ ῀΅–‾    Ὸ ’΅᾿‗΅ῲ”

‖„’ῼ᾿ ₀ ῾ ‒―  ⁴⁭ῲ‚῀ῷ ΅‚Ή ῌ‗΅ῲ ₀ ‍’ῼ’⁴

‴‖ ῴ Ό ⁸⁮’῾⁵‟᾿ ‗„ ῴ‴ ₁῀ ₀Ὸ῾― ” ‖ ‼⁴ ‗‎

‗ ΅‴ ῀ 

33)  ” ” „᾿ Ό  ’΅ ‎‗ ΅‴ ῀ ” „  ΅ ῃ‖ ”‖᾿

 ”  ῴ’῾⁵‟ ” ‾’ῼ ‖Ὼ⁴‗ ΅‴ ῀ „ ‼  ‍ ᾿

₀ ‫ „ ’΅῀⁞„⁯ ” ῃ‚  ―΅‍‎Ὼ᾿ ‚ ›Ὸ⁮‚„

₀ ₁‖  ΅῀​” ₀ ―΅‍‎Ὼ‍΅῀ 

34  „⁞‒―‹⁴‗΅΅‗ ῲ῀ „ ” ”ₐ└ⅎ⅜₮₈ ‚  ‍ ‗ΌῬ

⁴Ό᾿ ” ‗᾿​” ” ₀ 10 ‖ ῴ―‾⁮΅‴ ‍῀

 ⁮‚ ” ᾿ ”  ‹ ₤∩└↨᾿→╒℅₪╒∙└₧᾿ ⁯’‘᾿ ”

⁭⁯  ΅ ‚’⁯‴ ⁭ ₀​” ₀”‾”⁯’‏‍ ῴ―‾⁮ῲ ‗„᾿ ” ‏‍

‚‗‒―” ᾿ ₀ ” ‗  › ‗᾿  ⁴ ‗‚–’Ό⁴‗ ΅‴ ῀

„​”‴‴Ό ῀ 

35  ‎῾‖„ ‚–΅― ‾‖Ὼ’΅‗ ΅‴ ”‖᾿ ” Ό ₀ ⁵― ⁯ ₁

‖΅‍‎Ὼ‍΅‗ ΅‴ ῀ 

36)  ” ΅ ᾿Ῥ⁴΅„ ” ₀ ῴ‍ ᾿ „‾‒‗ ‚ ₀ ‼⁴‖Ὼ‮

Ῥ⁴῀ ‚ ’‘₀ ΅―᾿ Ό ‚ ‒― ₀ ‼’῾⁵‟’⁮’΅

”‖„’΅Ὸ῀ 

37)  Ό ῴ⁴ ‗‖᾿ ‗” ” Ό ῴ᾿ ⁞ ₀ ⁴ ‗Ό ⁴

„ ΅ ‖ Ό᾿ ‚⁭⁴ Ό  ―΅⁴ ᾿ ” Ό ‖ ῀ 

38  ‚‾ Ό ῴ⁵‟᾿ ” ‾ ῼ’⁴”‖᾿ ‚‾₈↓╒⌂ ⁴”„ ΅

‎‗ ῲΌ᾿ ᾿ ‚ ⁸⁮ Ή‴‍ ‍΅ῌ‗ ‒―‾⁮ῴ⁴⁭ῲ‚᾿ ₀

Ὼ⁵΅‚ ‍⁯᾿ ₀ ῴ‍⁯᾿ ‖” ∕⅓╒₀  ⁴ ‗‾ ‎‗ ῲ῀

” „ ⁵‟ ‗ ‒― ‴ῲ‗ ⁶‎῀⁸ ⁸  Ὸ⁮ ‍΅‗„ ⁸’΅

‗ ῲ῀ 

39)  Ό › ‖᾿ ‚⁭⁴ ⁞ ” Ό  ⁵⁴ ‾Ῥ⁴Ό᾿

‚⁭⁴⅍≤↕⌂᾿ ” ‗΅‒‍ ‾Ῥ⁯᾿​ῲ ‍ “ ΅₀΅Ὸ‚‗‒―΅ῼῸ

Ό ‎‗ ῲ῀ 

40) 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ὸ⁮” Ό ‚ ‹᾿ ” ‖ ₁‖΅―‾  ⁴ ᾿ Ό ῼ‚΅’΅ Ό΅

‍῀ ‾ ‚’⁯‍Ὸ‒‍Ό᾿ ” ‖„ ‚‾’⁵ ᾿΅–‾ ” ‚ ‒―

΅‍῀ ” Ό ‚ ‚ ῾⁴ ΌῬ⁴‗ ΅‗ ῲ ᾿‴‍ ‾ ₀

‫ Ό ‗  ‍ ‚ ’ῼ ῾⁮⁵’Ὸ‒‍Ό ῀ ”ῲ‏Ὸ⁮᾿Ῥ⁴΅„

‾‒‗ Ὸ⁮ ‚ ⁵⁴ ₀‍ῼ ₁ ⁵‍⁮ ‎‗ ΅‴ ῀ ” ‚‾₰

√╒₱‚ ‖Ὼ⁴ ₀  ‍ Ό ΅῀ Ὸ⁮” „᾿ ’ ⁭⁯

⁞  ΅ ₀ ‼―΅⁴ Ό ΅⁭ῲ‖ ῀ •⁵― ⁵” Ὼ Ὸ’΅Ή

100 ῌ”‗Ῥ⁴ ₀ ―₣№₢≥ ‍ ‗ΌῬ⁯‴  ‾͂‒‗ ” „‖Ὼ’΅‾”‖

 Ὸ  
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41  Ό ‚’‒―΅‴  ” ῀ ‚‾ „ ΅‴ ῀ ” „ ₀

Ό‒―΅‴ ῀ ‗  ―‾᾿ ‚„ ₀ ᾿ ‚ ⁴‹‍΅‖ Ό᾿

‚  ―΅‍‎῾⁴  ῀⁬ῲῸ ‖”‾΅’΅„‏‍

42  ‚–΅―„ ‚ ’‘Ό ῴ⁴ ‗Ό ΅‗ ΅‴ ῀ ‖Ῥ⁶ῲ‗

‖Ῥ⁶ῲ‗᾿​” ‚ ›”‖Ῥ⁵‟​ ”⌂╒⌂₀ ⁴ ‗Ό ‎‗  ‴ ῀ „

ῼῸ⁮”‾”Ό ῃ‗ ‒―΅⁴ ⁮ ΅ ‖ ῀ ₀ ῴ⁴‟Ὸ⁯‚ ’‾”

₀ ῼ ’΅⁭ῲ‚᾿ ‾ ΅―  ΅‗ ΅‴ ῀ 

43  ” ‚ ₀ ‒―‾⁮ῲ”„ ΅‗ ΅‴ Ό᾿​⁵⁭⁯‾ ” ₀ ⁞ 

⁴⁭ῲ’ ₀ ῴ⁴ Ό ΅”‖„’΅‖ ⁬ῲῸ῀ 

44)  ₔ₈−╒⅍” ᾿ ₀  ‗‎Ὼ‮ ΅‴ ῀ 

45)  ‖ ῼ „ ⁵Ὸ⁮‾ ῴ―ῼ⁴‗ ΅‴ ῀ Ό  ― ⁮ ―΅῾⁴⁭

ῲ‚᾿ „   ‎‗ ΅‴ ῀ ‎῾‖„’ῼ᾿ ⁞ ῀ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 調 査 白 票
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̯ ⁸ ̮   

Ṷ  

 

 

 

 

⁭⁯᾿ ‚  ‗  ₀΅‍‎Ὼ᾿ ‚Ῥ⁯Ό‗ῲ  ΅‴ ῀ 

” „ ‚Ῥ⁯᾿ 7 ” ‖”

„ 182 ‖Ῥ‒‍‾”Ό᾿ 17 ” ‖„ 511 ‗ 2.8 ‚  ―ῷ

⁯᾿ ” ” „᾿0.75 ₀ ‼―΅‴ ῀ 

‴‍᾿ 10 ” ” „᾿ 1,281 ‖Ῥ‒‍‾”Ό᾿

20 „ 3,550 ‗ 2.8 ‚  ―ῷ⁯᾿ ‚ῷ΅―‾₧⌠╒ↄ⌂ ” Ό

   ―΅⁴‗΅ῴ‴ ῀ 

”₈└₨╒⅍ ‖„᾿ ⁞ ” ῾ ⁵’‘‚–΅―᾿

 ₁”  ₀ῷ Ὼ ᾿ ” ‚  ⁴‍‼” ‚ ―‍΅‗ ῴ―΅

‴ ῀ 

–Ὼ‴ ―„᾿  ”‗ ⁶ῷ ₀ῷῸ῾ ‴ Ό᾿ ” ₀   ΅

‍‎Ὼ᾿ ‚  ΅‍‎Ὼ‴ ⁭ῲῷ ΅΅‍ ‴ ῀ 

ͨ „᾿ ” ₀ ῾᾿ Ό᾿ ‚ ₀

 ―΅⁴ 20 21 2 1 ” ₀ ‚  ⁴‾”‖ ῀ 

ṻ ” „᾿Ῥ―„‴⁴ ῴ‚ṷ ₀–῾―ῼ‎ ΅῀ṷ ‖ ῴ⁮⁵’΅ ‚

„᾿  ” ‚ ‚  ῼ‎ ΅῀ 

ṻ   ΅‍‎΅‍ „᾿３月１５日（日）までに、 ” ‚ ⁵― ⁯  

―ῼ‎ ΅῀ 

῏   ῐ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ” ῷ  ΅ 

  ‚ ‍‒―”ῷ ΅ 

      

  ῑ952-1292 

     

     FAX  

  E-mail: k-kikaku@city.sado.niigata.jp 
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  ῏Ῥ’‍ ” ‗‚–΅―ῐ 

  ‚–΅― ΅ ⁵Ὸ‚ṷ₀ ῾―ῼ‎ ΅῀  

       

 

  ‚–΅― ΅ ⁵Ὸ‚ṷ₀–῾―ῼ‎ ΅῀  

   20   30   40   50   60  

 

  ‚–΅― ΅ ⁵Ὸ‚ṷ₀–῾―ῼ‎ ΅῀  

            ║      

 ║ ←╒⅍║₈⌂ↄₐ⅍₀ ―΅⁴ ‾ ›      

 ←╒⅍║₈⌂ↄₐ⅍₀ ―΅⁴ ‾ ›  

 

  ‚–΅― ΅ ⁵Ὸ‚ṷ₀–῾―ῼ‎ ΅῀  

          

 

  ‖” ‚–΅― ΅ ⁵Ὸ‚ṷ₀–῾―ῼ‎ ΅῀  

        5    6 10   11 15  

 16 20    21  

   

 ῷ ‴΅” ‚–΅― ΅ ⁵Ὸ‚ṷ₀–῾―ῼ‎ ΅῀  

              

             10  



45 

 ῏ ” ‚–΅―ῐ 

  ‗ ‗” Ό › ‗‚–΅― Ῥ̓’‍„‘”⁭ῲ‚ ΅‴ Ὸ῀΅ ⁵Ὸ‚ṷ₀–῾―

ῼ‎ ΅῀  

    ΅ ‗‎‗ ῲ 

‗⁮Ὸ‏‘  ῴ‟᾿ ΅ ‗‎‗ ῲ 

 

‗⁮Ὸ‏‘       ῴ‟᾿ ῼ’΅ ‗‎‗ ῲ 

      ῼ’΅ ‗‎‗ ῲ 

 

   ‗ ‗” Ό › ‗‖ Ῥ̓’‍„ ‚‘”⁭ῲ’ ‗₀  ‴ Ὸ῀ –‴‖

ṷ₀–῾―ῼ‎ ΅῀║║║ ‖ ‴‍„ ‗ ῴ‍ ”‹ 

 ‗” ” Ό ῴ⁴ ‗ 

 ’ ₀ ‒‍ Ό ῴ⁴ ‗ 

 ” Ό ῴ᾿ Ό  ⁴ ‗ 

     Ό › ‗‚⁭⁯᾿ Ό  ⁴ ‗ 

     ” ║ ₀ ⁴ ‗Ό‖Ὼ⁴ ‗ 

     ‚ ⁵⁴ Ό ῴ⁴ ‗ 

     ” Ό ‴⁴ ‗ 

     ‚  ⁴ ‗„’΅ 

     ​”                         

 

   ‗ ‗” Ό › ‗‖ Ῥ̓’‍Ό ‚ ῲ ‗„’₁‖ Ὸ῀ –‴‖ṷ₀–

῾―ῼ‎ ΅῀║║║ ‖ ‴‍„ ‗ ῴ‍ ”‹ 

     ⁞ ║∕⅓╒” ΅‚⁭⁯  ⁴⅍≤↕⌂ 

     ” ‚⁭⁴ ”  

     ” ⁞ ” ῼῸ⁮”  Ό ⁸‒―΅ῼ ‗ 

     ​”                       

 

῏ ” ῐ 

  ‚ ⁵⁴Ή ” ῌ‗„ ‎‗ ΅‴ Ὸ῀ –‴‖ṷ₀–῾―ῼ‎ ΅῀  

   ᾿ ᾿ ’‘” Ὸ’      ⁮ ⁞ ΅  

   ” Ὸ            ῃ”    

   ₀      ’  

   ⅍₤” ›        ‭” ’ (ₔ₪₈ₐ≤└ⅎ)  

   ’         10 ⁞ ”  

  11 ῃ’ ⁯’‘”      12 ‚’  

  13 ​”                      

 

 

 

̈́ ‭ 

̈́ ‭ 
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 ῏ ‭” ῐ 

  ‍ῼ ₁” Ὸ⁮ ₀ ⁵―‾⁮ῲ‍‼‚᾿Ῥ’‍„‘₁’ ‚ ‾ ₀ ⁵⁴‮

Ὼ‎‗ ΅‴ Ὸ῀ –‴‖ṷ₀–῾―ῼ‎ ΅῀  

   ⁞ ” ‖”    ∏╒√∆╒₯ ‖” ‚⁭⁴  

 ‚⁭⁴ ←└↔⌐№⅍”    ”  

 ‚ ‖Ὼ⁴ ”    ”  

 ”              ‚’  

 ​”                       

 

῏ ” ῐ 

 10 ‚  ―΅⁴ „ 500 ‗’‒―ῷ⁯᾿ ‚Ῥ⁯‴ ῀ ‚ Ό

ῴ―΅ῼ ‗₀‘ῲ ΅‴ Ὸ῀ ΅ ⁵Ὸ‚ṷ₀–῾―ῼ‎ ΅῀  

   ‴   ΅ З ​” (΅ ⁵Ὸ‚ṷ  

            ₈ ” ║ ║ ₀ ⁴ Ό ῴ⁴Ὸ⁮ 

            ₐ ‖ ‗ Ό‖Ὼ⁴Ὸ⁮ 

            ₒ ” ‚–’Ό⁴Ὸ⁮ 

            ₔ ​”                              

   ‴ ῼ’΅ З ​” (΅ ⁵Ὸ‚ṷ  

            ₈ ’₁‗’ῼ 

            ₐ ⁞ ”⅞╒ⅎ⌂ 

            ₒ ∕₰₪∙ ” ‚⁭⁴ 

            ₔ ​”                              

     ⁸Ὸ⁮’΅ 

 

 ῏ ‗”⅍≤↕⌂ῐ 

 11 Ῥ’‍„᾿ ‗” ‖⅍≤↕⌂₀  ‍ ‗ΌῬ⁯‴ Ὸ῀ „  ” ”⅍≤

↕⌂‚–΅― ΅‍ ‗ΌῬ⁯‴ Ὸ῀Ῥ⁴ ‚„​” ‾ῷ Ὼῼ‎ ΅῀ ΅ ⁵Ὸ‚ṷ₀

–῾―ῼ‎ ΅῀  

   Ῥ⁴З​” Ῥ―„‴⁴‾” ṷ‚―‮  

       ₈ ‚  ⁴ ‗ 

       ₐ ‚  ⁴ ‗ 

       ₒ ‚  ⁴ ‗ 

       ₔ ​”                       

   ’΅ 
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 ῏ ‭” ῐ 

 12  ” ‗ ‗Ό᾿ ⁞ ᾿ ” ΅₀ ῴ―᾿ ₀ ‼’Ό

⁮᾿‗‾‚ ⁮ ⁞ ΅ ₀  ⁴‍‼‚„᾿ ᾿ ᾿

• Ό᾿​⁵‌⁵‘₁’ ‚ ₀ ⁵⁴‗‎Ὼ‮ ΅‴ Ὸ῀ 

 

 Ό ‗ Ὼ‮ –‴‖ṷ₀–῾―ῼ‎ ΅῀  

    ‚⁭⁴ ║ ”     ῾ ”  

    ῾ ”        ῾ ”  

    ₐ∂└⅍”            ‚  ⁴  

    ‚’                 

    ​”                             

 

 Ό ‗ Ὼ‮ –‴‖ṷ₀–῾―ῼ‎ ΅῀  

    ‭” ║ ” ”  

    ₐ∂└⅍‭”         ”∑≤└Ω₉₈  

    ”               ‭”  

    ” ‚’⁴       ‚’  

    ​”                             

 

 Ό ‗ Ὼ‮ –‴‖ṷ₀–῾―ῼ‎ ΅῀  

    ” ⌂╒⌂‭”         ║ ” ‭”  

    ₐ∂└⅍‭”         ”  

    ‭”             ” ‚  ⁴  

 ‚’  

    ​”                             

 

 Ό ‗ Ὼ‮ –‴‖ṷ₀–῾―ῼ‎ ΅῀  

    ῾ ”       ῾ ”  

    ₐ∂└⅍”             

    ” ║          ‚⁭⁴ ”  

 ‚’                

    ​”                             

 

 ῏ ‭” ῐ 

 13 Ῥ’‍„᾿ ⁵‴‖ ⁮Ὸ” ‚  ‍ ‗ΌῬ⁯‴ Ὸ῀ ΅ ⁵Ὸ‚ṷ₀ ῾―

ῼ‎ ΅῀  

    ‍ ‗ΌῬ⁴ 

    ‍ ‗Ό’΅ 
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῏  ―‹‍΅ ‚–΅―ῐ 

 14 ⁞ ” Ό ₀  ―΅‴ Ό᾿ Ῥ̓’‍Ό  ―‹‍΅

║ „‘⁵‖ Ὸ῀ –‴‖ṷ₀–῾―ῼ‎ ΅῀  

   ” ‗ Ό ⁵⁴⁭ῲ’ₐ∂└⅍ 

   ” ⁞ ‚  ⁴     ₀ ’ῲ⁭⁴‮  

   ”              ‚⁭⁴ ”  

   ῾ ←└↔⌐№⅍”   ‖”  

   ” ║ ∑≤└Ω₉₈     ”∏╒√₰Ωₐ”  

 10 ῾ ₣ₐⅎ↕№₦”   11  

 12  ⁞ ‖”  

 13 ‚’  

14 ​”                                            

 

  ͨ ” ‖᾿ ‭” ║ ₀  ⁴ „᾿ Ὸ⁮  ” ₀  

 ―΅‍‎Ὼ‴ ”‖᾿ ”  ₀  ―ῼ‎ ΅῀ 

 

 

 

        ΅‍‎΅‍ ‚–΅―„ Ή̓ ῌ • 

Ή ῌ‚  ― • Ό ‚  ᾿  

‚  ⁴ ‗ ‚  ⁴ ‗„Ῥ⁯‴ ₁῀ 

 

 ῏ ῐ 

15 ​” ᾿ ” ‚–΅―᾿ ⁞ ΌῬ⁵‟᾿ ‚  ―ῼ‎ ΅῀ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  Ῥ⁯Ό‗ῲ  ΅‴ ‍῀ 

  ΅‍‎΅‍ „᾿３月１５日（日）までに᾿ ” ‚ ⁵― ⁯  ―ῼ‎ ΅῀ 

 

 

 

                                          

 


